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World Surfing Games FAQ
よくある質問にお答えします

タイトルスポンサーが決定

本大会の冠名となるタイトルスポンサーが決定し、併せて大会
の公式ロゴも決定しました。今後、大会の公式な発表には、す
べてタイトルスポンサー名が付きます。
・スポンサー名：（株）アーバンリサーチ（本社：大阪市）

ISA スタッフが田原市を視察

４月 23 日（月）・24 日（火）の２日間、ISA（国際サーフィン連盟）
のスタッフ２名が本市を訪れ、大会会場の候補地「ロングビー
チ（赤羽根町大石海岸）」「ロコポイント（赤羽根町西海岸）」や、
開会セレモニーの会場候補地「田原市役所」、民間ホテル施設
などを視察しました。

大会会場が「ロングビーチ」に決定

「ロングビーチ」「ロコポイント」共にロケーションは素晴らし
く、来日した ISA スタッフからも好印象の声をいただきました
が、より波の質が高く、ハイレベルな競技が期待できるとして、
５月 16 日（水）、「ロングビーチ」が大会会場に選ばれました。

９月の大会開催に向け、約 100 日余りとなった『2018 アーバンリサーチ ISA ワール
ドサーフィンゲームス』。徐々に進みつつある準備の状況や大会概要などの最新情報を
お知らせします。

▶ 2018 ISA ワールドサーフィンゲームス実行委員会（ワールドサーフィンゲームス準備室内）
☎ 23-3528　 surf-tahara@city.tahara.aichi.jp

1005271

▲大会公式ロゴ

▲山下市長（中央）と一緒にポーズをとるISAの
ロバート氏（左から２人目）とハリソン氏（右から２
人目）

▲ロングビーチ（赤羽根町大石海岸）

（2018 アーバンリサーチ ISA ワールドサーフィンゲームス）
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World Surfing Games FAQ
よくある質問にお答えします

この大会は、どれほどの規模の大会ですか？
「サーフィンのオリンピック」といわれる世界選
手権で、世界チャンピオンと国のランキングを決
定する国際大会です。例えるなら、サッカーやラ
グビーのワールドカップ同様、その競技の最高峰
の大会といえます。

大会へはどんな選手が参加しますか？
各国で選考されたトップレベルの代表選手が、国ごとに男女それぞれ最大３名（計６名）出
場可能です。約 50 カ国から 300 名程度の選手が参加する見込みです。

海外の方はどのくらい田原市を訪れますか？
主催者である ISA のスタッフ約 80 名、各国選手約 300 名の他、選手団のスタッフなどを
合わせ 500 ～ 600 名程度が来日すると想定しています。

大会は誰でも観戦可能ですか？
決められた観戦エリアであれば、どなたでも観
戦できます。

大会会場へのアクセスはどうしたらよいですか？
近接地に臨時駐車場を確保し、シャトルバスを運
行する予定です。

具体的な日程を教えてください。
まだ正式決定ではありませんが、おおむね次の予定です。

大会会場では、競技以外の催しがありますか？
飲食エリアや各種スポンサーの出店、ステージイベントも予定しています。

Ｑ 
Ａ 

Ｑ 
Ａ 

Ｑ 
Ａ 

Ｑ 
Ａ 

Ｑ 
Ａ 

Ｑ 
Ａ 

Ｑ 
Ａ 

Ｑ 
Ａ 

大会の楽しみ方を教えてください。
これから、広報たはらや市 HP などで、競技の仕組みなどをご紹介していきます。

リアルタイムの大会関連情報は、実行委員会の公式ツイッターでチェック！　ID=@surf_tahara

※ 15日（土）午後から競技開始の可能性あり

９月２日（日） ビーチクリーン ロングビーチ

９月上旬～ 会場設営 ロングビーチ

９月15日（土） パレード・開会式 田原市街地・田原市役所

９月16日（日）～22日（土） 競技 ロングビーチ

９月22日（土） 競技ファイナル・閉会式 ロングビーチ

2017フランス大会 写真：ＩＳＡ/ベン リード

2017フランス大会 写真：ＩＳＡ/シーン エバンス

広報たはら  平成30年6月│    │3



容
の
充
実
、適
正
規
模
・
配
置
、学
校
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
、廃
校
施
設
の
利

活
用
と
い
っ
た
観
点
か
ら
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

▪
統
合
の
方
向
性

　

伊
良
湖

岬
小
学
校

が
開
校
し

て
３
年
、

野
田
中
学

校
と
田
原

中
学
校
が

統
合
し
て

２
年
に
な

り
ま
す
。

　
現
在
、学
校
再
編
の
た
め
、統
合
準
備

委
員
会
を
設
置
し
、統
合
に
向
け
た
協

議
を
行
っ
て
い
る
学
校
は
次
の
通
り
で

す
。

　
こ
れ
に
よ
り
市
内
の
中
学
校
は
６
校

か
ら
４
校
に
な
る
予
定
で
す
。

　

小
学
校
は
、当
面
の
間
再
編
を
行
わ

ず
、人
口
推
移
や
地
域
の
実
情
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

  

学
校
再
編
は
、単
に
統
合
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
こ
と
や
、学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
か

ら
、地
域
づ
く
り
に
も
配
慮
し
ま
す
。

　

今
後
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
実
施
し
な
が
ら
、平
成
30
年
度
末
に

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

▼
教
育
総
務
課
☎
23‐３
５
３
０

田
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、こ

れ
ま
で
社
会
性
を
育
む

た
め
小
規
模
校
の
解
消
を
目
的
と
し
て

平
成
26
年
12
月
に「
学
校
全
体
配
置
計

画
」を
策
定
し
、学
校
再
編
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、「
人
数
が
増

え
た
こ
と
で
、運
動
会
や
音
楽
会
な
ど
の

行
事
が
楽
し
く
な
っ
た
」「
友
達
が
増
え
、

社
会
性
や
自
立
心
が
身
に
付
い
た
」と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
と
同
時
に
、統
合
に
よ
っ

て
通
学
時
間
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
児

童
生
徒
へ
の
負
担
、学
校
と
地
域
と
の
関

係
の
希
薄
化
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
経
費

の
財
政
圧
迫
な
ど
、い
く
つ
か
の
課
題
も

見
え
て
き
ま
し
た
。

▪
検
討
委
員
会
を
設
置

　

こ
の
た
め
、平
成
29
年
６
月
に
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、「
学
校
全
体
配
置

計
画
」を
見
直
し
、新
た
な
計
画
を
策
定

す
る
た
め
の
検
討
を
重
ね
、今
年
３
月

に
開
催
し
た
第
４
回
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、中
間
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
の
で
、そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　

▪
田
原
市
学
校
未
来
創
造
計
画

　

新
た
な
計
画
は
、統
廃
合
を
経
験
し

た
子
ど
も
た
ち
や
、保
護
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
、検
討
委
員
の
意
見
を
十

分
考
慮
し
、名
称
を「
田
原
市
学
校
未
来

創
造
計
画
」と
し
ま
し
た
。

　

小
規
模
校
な
ど
の
教
育
の
充
実
策

や
、特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
な
ど
の
内

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
31
年
４
月

◦
伊
良
湖
岬
中
学
校
と
福
江
中
学　

校
が
統
合

平
成
33
年
４
月

◦
泉
中
学
校
と
赤
羽
根
中
学
校
が

統
合

～
学
校
は
今
～
「
田
原
市
学
校
未
来

創
造
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す

平成30年6月  広報たはら │    │4



中
心
市
街
地
や
渥
美
半
島
全
体
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、三
河
田
原

駅
前
で
新
た
な
交
流
拠
点（
ラ
ラ
グ
ラ
ン
）

の
整
備
を
官
民
連
携
で
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
６
月
３
日（
日
）に「
商
業
施
設
」

と「
ま
ち
な
か
広
場
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

　

ラ
ラ
グ
ラ
ン
で
は
、本
市
産
の
新
鮮
な

食
材
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ

な
ど
の「
商
業
施
設
」、市
民
や
来
訪
者
の

憩
い
の
場
と
な
る「
ま
ち
な
か
広
場
」、子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
備

え
た「
親
子
交
流
施
設
」を
整
備
し
て
い
ま

す
。

　

渥
美
半
島
を
元
気
に
す
る
た
め
、駅
前

と
い
う
立
地
を
生
か
し
、多
く
の
人
々
が

集
い
交
流
す
る
場
所
を
目
指
し
ま
す
。各

施
設
か
ら「
お
い
し
さ
」「
楽
し
さ
」「
心
地

よ
さ
」を
提
供
し
、半
島
の
魅
力
発
信
と
切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▪
施
設
概
要

【
商
業
施
設
】産
直
レ
ス
ト
ラ
ン「
半
島

キ
ッ
チ
ン　
ビ
オ
ま
り
ん
」・カ
フ
ェ「
メ

ル
シ
ー
ズ
カ
フ
ェ
」・
花
屋「
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョッ
プ
林
」・ 

ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ「
ビ

ス
コ
ッ
ト
カ
フ
ェ　
こ
す
た
り
か
」・田
原

観
光
案
内
所

【
ま
ち
な
か
広
場
】親
水
広
場・芝
生
広
場

【
親
子
交
流
施
設
】（
平
成
31
年
４
月
ご
ろ

オ
ー
プ
ン
予
定
）屋
内
遊
具・子
育
て
支

援
ル
ー
ム・妊
産
婦
相
談
室
な
ど

▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
23‐３
５
３
５

１
０
０
５
６
３
６

生
ま
れ
変
わ
る
三
河
田
原
駅
前

～「
ラ
ラ
グ
ラ
ン
」
商
業
施
設
・
ま
ち
な
か
広
場
が
オ
ー
プ
ン
～

【ララグランとは】
「ララ＝夢見心地な、うっとりするような」「グラン＝素晴らしい」の造語です。
そんな空間を目指して名付けました。

◦ララグラン全体図

広報たはら  平成30年6月│    │5



愛
知
県
下
の
高
校
の
普
通
科
で
は
初

と
な
る
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
た
福
江
高
校
。

　

４
月
25
日（
水
）に
は
、公
開
授
業
が
行

わ
れ
、生
徒
た
ち
は
、社
会
人
と
し
て
の
振

る
舞
い
で
あ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」を
学

び
ま
し
た
。担
当
の
伊
藤
久
典
先
生
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
で
あ
る

「
話
し
方
と
聞
き
方
」を
習
い
ま
し
た
。礼

の
実
践
練
習
で
は
、生
徒
が
お
互
い
の
礼

を
見
て
正
し
く
で
き
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク

す
る
な
ど
、繰
り
返
し
確
認
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ス
は
、観
光
産
業
を
支
え
、地

元
文
化
の
魅
力
を
発
信
す
る
人
材
育
成
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。1
年
生
は
、言
葉
遣

い
や
あ
い
さ
つ
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の

基
礎
を
学
び
ま
す
。２
年
生
は
、お
も
て
な

し
演
習
と
し
て
接
遇
や
、地
元
の
観
光
に

関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
す
。

3
年
生
で
は
、地
元
企
業
で
の
長
期
的
か

つ
継
続
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
年
間

18
回
程
度
実
施
し
た
り
、総
合
実
践
と
し

て
、市
内
で
の
ツ
ア
ー
も
企
画
し
た
り
す

る
予
定
で
す
。

今
後
も
、福
江

高
校
は
、新
た

な
取
り
組
み
に

挑
戦
し
な
が

ら
、地
域
社
会

に
貢
献
で
き
る

人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

県
下
初　
福
江
高
校
で

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
開
始

▲ボランティアガイドの様子を学習する生徒

▲礼の指導をする伊藤先生と実践する生徒

一般採用試験（統一試験）
❖第１次試験
期日＝7月22日（日）
場所＝市役所講堂（南庁舎６階）他
試験内容＝教養試験・作文試験（技術職以外）・専門試験

（技術職）・事務適性検査（消防職は消防適性検査）・職
場適応性検査（消防職以外）
❖第２次試験
第１次試験の合格者を対象に、面接試験を実施（消防
職は体力測定も実施）／期日・場所は後日通知
❖申込方法
受験申込書に必要事項を記入の上、持参または郵送・
インターネットにて／募集要項、受験申込書などは市
役所人事課・市HPにて／インターネットによる申し込
みは市HPで案内
❖受付期間
６月1日（金）～22日（金）／土・日曜日を除く午前８時３０
分～午後５時／郵送は６月22日（金）まで。消印有効
※詳しくは市HP、またはお問い合わせください。
▶人事課☎23‐7404 23‐0180

田原市職員（平成 31 年４月１日採用予定）募集          　 1004877

募集職種 採用予
定人数 資格要件

事務職 5名程度 平成2年4月2日以降に生まれた方
事務職

（身体障害者対象） 若干名 昭和53年4月2日以降に生まれた方

技術職（土木） 若干名 平成2年4月2日以降に生まれた方
技術職

（土木・有資格者） 若干名 昭和53年4月2日以降に生まれた方で１
級土木施工管理技士の資格を有する方

技術職（建築） 若干名 平成2年4月2日以降に生まれた方

技術職（保健師） 若干名
平成2年4月2日以降に生まれた方で保
健師資格を有する方または平成31年3
月末日までに取得見込みの方

保育職（新卒など） 11名
程度

平成5年4月2日以降に生まれた方で保
育士資格を有する方または平成31年3
月末日までに取得見込みの方

保育職（社会人） 若干名 昭和48年4月2日から平成5年4月1日ま
でに生まれた方で保育士資格を有する方

消防職 4名程度 平成5年4月2日以降に生まれた方

消防職
（救急救命士） 若干名

平成4年4月2日以降に生まれた方で救急
救命士資格を有する方または平成31年3
月末日までに受検資格取得見込みの方

平成30年6月  広報たはら │    │6



※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

１
０
０
４
１
０
８

本
市
で
は
、シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
一
環

と
し
て
、プ
ロ
野
球
セ
・
リ
ー
グ
公

式
戦（
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
×
読
売
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
）で
、「
花
だ
！
メ
ロ
ン
だ
！
波
乗
り

だ
！
渥
美
半
島
た
は
ら
デ
ー
」と
題
し
、渥

美
半
島
田
原
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。こ
の
ゲ
ー

ム
を
観
戦
し
な
が
ら
本
市
を
一
緒
に
Ｐ
Ｒ

し
て
く
れ
る「
応
援
団
員
」を
募
集
し
ま
す
。

▪
日
時

　

８
月
４
日（
土
）午
後
２
時
～（
正
午
開

場
）

▪
場
所

　

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム　

パ
ノ
ラ
マ
Ａ
席（
内

野
５
階
席
）　

▪
チ
ケ
ッ
ト

　
無
料

　
※
交
通
費
は
各
自
で
負
担　

▪
募
集
人
数

　
１
０
０
名

　
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▪
申
込
資
格

①
市
内
在
住
の
方
で
、参
加
者
に
成
人

の
方
が
い
る
こ
と

②
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
方

▪
申
込
方
法

　
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
参
加
人

数（
１
組
４
名
ま
で
）と
全
員
の
氏
名
を

記
入
の
上
、郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

▪
申
込
期
限

　
６
月
22
日（
金
）必
着（
１
組
１
通
ま
で
）

▪
抽
選
結
果

　
７
月
上
旬
に
通
知
予
定（
郵
送
）

▼
地
域
創
生
課
☎
27‐７
９
７
８

〒
４
４
１
‐３
４
９
２
（
住
所
不
要
）

chisou@
city.tahara.aichi.jp

市民ボランティアを大募集！
中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会

◉大 会 日 時	 11月１8日日　午前９時～午後１時ごろ
◉大会コース	 スタート（はなとき通り）～折り返し（保美交差点）～フィニッシュ（はなとき通り）			※前回からコース変更あり
◉応 募 資 格	 市内在住・在勤・在学の15歳以上の方　※中学生を除く。高校生は保護者の承諾が必要
◉活 動 日 時	 11月１8日日　午前８時30分～午後2時ごろ
◉活 動 内 容	 コース（沿道）の整理、カラーコーンの設置・撤去、会場整理、看板持ちなど
◉募 集 人 数 	 800名（先着順）
◉募 集 期 間	 7月13日㊎まで（必着）
◉応 募 方 法	 申込用紙に必要事項を記入の上、持参またはＦＡＸ・Eメール・郵送にて
	 　　　　（申込用紙は、スポーツ課、田原・赤羽根・渥美文化会館、渥美運動公園、各市民館で
　　　　　　　		配布する他、市HPからダウンロード可）
◉そ  の  他	 当日は主催者側でボランティア保険に加入
※詳しくは、申込用紙に添付の資料をご覧ください。コース図は市HPをご覧ください

【申込・問い合わせ先】▶スポーツ課　実業団駅伝担当　〒441－3492（住所不要）
☎23-3531　 22-3811
sports@city.tahara.aichi.jp	

　中部・北陸のトップアスリートの実業団チームが田原市に集結し、
熱いレースを繰り広げます。皆さんの参加でさらに大会を盛り上げ
るため、市民ボランティアを募集します。 1004091

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で
田
原
市
を
Ｐ
Ｒ

応
援
団
員
を
募
集
し
ま
す
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市
内
を
走
る
バ
ス
や
電
車
、
タ

ク
シ
ー
。
そ
し
て
伊
勢
湾

を
運
行
す
る
フ
ェ
リ
ー
。
こ
れ
ら
、
公
共

交
通
機
関
は
、
市
民
の
大
切
な
「
足
」
と

し
て
、
必
要
不
可
欠
な
乗
り
物
で
す
。

　
し
か
し
、
マ
イ
カ
ー
社
会
の
進
展
に
よ

り
、
バ
ス
や
電
車
な
ど
の
利
用
は
全
国
的

に
年
々
減
り
続
け
、
運
行
の
継
続
が
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
本
市
の
公
共
交
通
の
現
状
】

◦
路
線
バ
ス
の
利
用
者
は
年
間
約
33
万
人

　
（
10
年
前
と
比
べ
、
１
割
以
上
減
少
）

◦
路
線
バ
ス
や
市
ぐ
る
り
ん
バ
ス
は
、
国

な
ど
の
補
助
で
運
行
を
維
持

▪
公
共
交
通
の
確
保
の
必
要
性

　
公
共
交
通
の
利
用
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
も
バ
ス
で
通
学
す
る
学
生
、
通

院
の
た
め
利
用
す
る
高
齢
者
、
電
車
で
の

通
勤
者
な
ど
、
公
共
交
通
は
皆
さ
ん
の
日

常
生
活
や
ま
ち
全
体
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
誰
も
が
年
齢
を
重
ね
て
い
く
に

つ
れ
、
自
ら
車
で
移
動
で
き
な
く
な
る
と

き
も
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
家

族
や
友
人
の
送
迎
が
な
け
れ
ば
、
バ
ス
や

電
車
、
タ
ク

シ
ー
で
の
移

動
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
バ
ス
、
電

車
な
ど
移

動
手
段
を

選
択
で
き

て
便
利
で
使

い
や
す
い
も

の
に
す
る
た

め
に
は
、今
、

多
く
の
方
が

利
用
し
て
、

み
ん
な
で
公

共
交
通
を
維

持
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

月
に
一
回
程
度
バ
ス
を
利
用
す
る
な

ど
、皆
さ
ん
の
移
動
手
段
の
選
択
の
中
に
、

公
共
交
通
を
加
え
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

公
共
交
通
を
み
ん
な
で
守
り
、
育
て
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
27‐８
６
０
３

▲豊鉄バス　伊良湖本線・支線

▲ぐるりんミニバス（田原駅前バス停）

▲豊橋鉄道渥美線（カラフルトレイン）

▪
公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

•

ご
家
族
や
友
達
と
の
お
出
掛
け
に
、

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

•

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
乗
り
物
に
乗

る
楽
し
さ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

•

地
球
環
境
を
考
え
、
エ
コ
通
勤
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

乗
っ
て
守
ろ
う　
乗
っ
て
育
て
よ
う

～
移
動
手
段
を
選
択
で
き
る
地
域
社
会
で
あ
る
た
め
に
～

元気パス
「元気パス」をご購入いただくと、豊鉄バスの路線バスはどこまで乗っても
１乗車１００円（現金のみ）でご利用できます。（一部系統は除く）

◉種類　３カ月券：5,000 円　６カ月券：9,000 円　１年券：15,000 円
◉購入方法　豊鉄バス株式会社☎（0532）44-8414へお問い合わせください。購入時、年
齢確認ができる身分証明書（運転免許証、健康保険証など）が必要です。

◉助成　市では、70歳以上の高齢者および 65歳以上の特定の障害がある方を対象に元気パス（６カ月券、１年券）
の購入助成を行っています。（福祉タクシー券、バス電車券、ぐるりんバス回数券購入助成券、元気パス購入助成券
のいずれかを交付）
　詳しくは、高齢福祉課☎23-4654 または地域福祉課☎23-3697 へお問い合わせください。

65歳以上の方へのどえらいお得な路線バス乗車割引券です
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❖
な
く
そ
う！
不
法
投
棄

　

５
月
30
日（
水
）～
６
月
５
日（
火
）は

「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」

で
、全
国
で
不
法
投
棄
を
な
く
す
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。本
市
で
も
、清
掃

活
動
の
支
援
や
、ご
み
持
ち
帰
り
の
啓
発

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、「
し
な
い
」こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、「
さ
せ
な
い
」環
境
づ
く
り

も
大
切
で
す
。日
頃
か
ら
ご
自
身
の
土
地

や
、家
の
周
り
の
道
路
な
ど
を
き
れ
い
に

保
つ
よ
う
に
気
を
配
る
こ
と
が
不
法
投
棄

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
な
お
、２
月
か
ら
、家
庭
系
ご
み
有
料
化

が
始
ま
り
ま
し
た
。ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
は
、「
ご
み
の
分
け
方
出
し
方
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」や「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」を

ご
確
認
の
上
、マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ご
み
出

し
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、説
明
会
な
ど
も
随
時
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課　

☎
23‐３
５
３
８　
　
23‐１
８
３
２

私
た
ち
の
ま
ち
を

も
っ
と
美
し
く
！

　

■ 私の地区の 廃棄物減量等推進員 さん
　平成 30 年度の各地区の廃棄物減量等推進員さんは次のとおりです。
　各地区から選出された推進員さんには、ごみの適正処理や減量化などを
目的に、各ごみステーションにおける分別指導などの活動を行っていただ
きます。
　ごみ減量・ごみ出しマナーの向上にご協力をお願いします。【敬称略】

◉
六
連 
  

長
上　
　
　
　

冨
永
陽
一
郎

久
美
原　
　
　

大
河
幹
和　

浜
田　
　
　
　

佐
藤
節
男　

百
　々
　
　
　

磯
田　

豊　

新
浜　
　
　
　

近
藤
和
幸　

◉
神
戸 

川
岸 

　
　

井
上
日
出
雄

漆
田
一
区　
　

大
竹
良
夫　

　
　
　
　
　
　

前
田
和
宏　

漆
田
二
区　
　

倉
知
信
光　

漆
田
三
区　
　

萩
原
博
寿　

東
赤
石　
　
　

中
根
勝
康　

サ
ン
コ
ー
ト　

河
合
弘
樹　

市
場　
　
　
　

福
井
久
善　

青
津　
　
　
　

河
合
茂
樹　

希
望
が
丘　
　

鋤
柄
史
明　

赤
松　
　
　
　

河
合
文
浩　

志
田　
　
　
　

平
岩　

武　

新
美　
　
　
　

伊
藤
文
子　

南
町　
　
　
　

大
谷
圭
一　

谷
ノ
口　
　
　

福
井
克
仁　

東
ケ
谷　
　
　

鈴
木
路
人　

◉
大
草 

大
草　
　
　
　

冨
田
和
利　

大
草
団
地　
　

木
村
惠
次　

◉
田
原
東
部 

相
川　
　
　
　

溝
下
克
己　

谷
熊　
　
　
　

今
野
久
希　

や
ぐ
ま
台　
　

武
末
勝
也　

豊
島　
　
　
　

髙
橋
敏
朗　

　
　
　
　
　
　

河
邉
明
芳　

御
殿
山　
　
　

高
橋
千
春　

◉
田
原
南
部 

大
久
保　
　
　

大
和
康
夫　

　
　
　
　
　
　

安
部
香
織　

◉
童
浦
校
区 

吉
胡　
　
　
　

菰
田
章
司　

木
綿
台　
　
　

中
村　

広　

吉
胡
台　
　
　

芳
賀
聖
広　

浦　
　
　
　
　

牧
野
好
輝　

　
　
　
　
　
　

樽
谷
裕
二　

西
浦　
　
　
　

市
林
義
教　

波
瀬　
　
　
　

柴
田
龍
一　

姫
見
台　
　
　

山
田
貴
三　

片
浜　
　
　
　

山
田
秀
幸　

白
谷　
　
　
　

鈴
木
安
隆　

光
崎　
　
　
　

伴　

知
洋　

片
西　
　
　
　

小
川
光
三　

◉
田
原
中
部
校
区 

一
番
東　
　
　

山
本
芳
則　

一
番
西　
　
　

北
島
利
明　

三
番
組　
　
　

八
木　

孝　

四
番
組
東　
　

松
野
充
志　

四
番
組
西　
　

中
村　

高　

四
番
組
南　
　

小
原
圭
尓　

蔵
王
東
ケ
丘　

古
関　

强　

蔵
王
南
ケ
丘　

佐
藤
邦
廣　

萱
町
一
区　
　

加
藤
和
正　

萱
町
二
区　
　

高
橋
和
成　

萱
町
三
区　
　

鈴
木
正
彦　

本
町　
　
　
　

光
部  

武　

新
町　
　
　
　

伊
藤
嘉
文　

◉
衣
笠
校
区 

加
治　
　
　
　

杉
原
敏
一　

　
　
　
　
　
　

後
藤
達
夫　

衣
笠　
　
　
　

渡
邉
親
悟　

八
軒
家　
　
　

大
橋　

均　

藤
七
原　
　
　

金
田　

守　

鎌
田　
　
　
　

久
保
能
之　

東
滝
頭　
　
　

加
藤
公
樹　

赤
石　
　
　
　

筒
井
敏
之　

◉
野
田
校
区 

芦　
　
　
　
　

中
神
徹
史　

南　
　
　
　
　

白
井
秀
典　

彦
田　
　
　
　

亀
田
和
幸　

雲
明　
　
　
　

藤
井
寿
充　

保
井　
　
　
　

河
邉
和
幸　

東
馬
草　
　
　

橋
詰
政
範　

山
ノ
神　
　
　

松
浦
繁
樹　

西
馬
草　
　
　

鈴
木　

正　

今
方　
　
　
　

河
合
良
尚　

北
海
道　
　
　

藤
江
昭
範　

市
場　
　
　
　

河
合
哲
郎　

仁
崎　
　
　
　

河
邉
通
之　

ほ
る
と
台　
　

藤
井
弘
明　

◉
高
松 

高
松　
　
　
　

浅
井
か
ず　

　
　
　
　
　
　

間
宮
登
志
美

◉
赤
羽
根
校
区 

赤
東　
　
　
　

中
村
孝
司　

赤
中　
　
　
　

彦
坂
充
昭　

赤
西　
　
　
　

鳥
居
弘
一　

◉
若
戸
校
区 

池
尻　
　
　
　

木
田
英
樹　

若
見　
　
　
　

小
林
邦
好　

越
戸　
　
　
　

伊
藤
正
明　

◉
和
地
地
区 

和
地　
　
　
　

河
合
康
盛　

土
田　
　
　
　

河
合
秀
一　

◉
堀
切
地
区 

堀
切　
　
　
　

髙
瀬
政
彦　

小
塩
津　
　
　

渡
會
正
人　

◉
伊
良
湖
地
区 

伊
良
湖　
　
　

粕
谷
一
男　

日
出　
　
　
　

小
久
保
正
則

◉
亀
山 

亀
山　
　
　
　

田
中
喜
昭　

西
山　
　
　
　

黒
田
剛
司　

◉
中
山
校
区 

中
山　
　
　
　

水
野
法
且　

　
　
　
　
　
　

鈴
木
雅
也　

小
中
山　
　
　

三
ッ
村
辰
生

　
　
　
　
　
　

小
川　

昇　

◉
福
江
校
区 

長
沢　
　
　
　

山
本
真
至　

福
江　
　
　
　

山
本　

隆　

　
　
　
　
　
　

大
上
尚
志　

保
美　
　
　
　

天
野
和
治　

　
　
　
　
　
　

小
久
保　

理

向
山　
　
　
　

片
山
知
生　

◉
清
田
校
区 

山
田　
　
　
　

田
中
雅
樹　

高
木　
　
　
　

鈴
木
憲
一　

折
立　
　
　
　

鈴
木
昌
則　

古
田　
　
　
　

大
谷
信
也　

　
　
　
　
　
　

内
藤
清
人　

◉
泉
校
区 

宇
津
江　
　
　

榊
原
真
吉　

江
比
間　
　
　

石
川　

易　

八
王
子　
　
　

渡
辺
俊
行　

村
松　
　
　
　

大
澤
孝
芳　

馬
伏　
　
　
　

山
田　

稔　

伊
川
津　
　
　

花
井　

弘　

石
神　
　
　
　

伊
藤
純
夫　

夕
陽
が
浜　
　

恩
田
博
司　

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ
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　第15回市民緑花まつりがサンテパルクたはらで
開催され、約１万7200名が来園しました。田原文化
会館から会場を移し、４回目となったこのイベント。
来場者は、小学生が「私の好きな花」をテーマに描い
た絵の展示の他、各種フラワー教室や、苗木・花苗の
無料配布などで、花と緑に触れ合う一日を満喫しま
した。

みんなに届け
緑花の思い

5/4
［金・祝］

大地の恵みが
今年もいっぱい

4/29
［日］

　農業祭がサンテパルクたはらで開催
され、約１万7000名が来園しました。
会場には、地元産の新鮮な農産物や花
木などを販売するブースが並び、終日
買い物客でにぎわいました。

　ヒマワリの種まき体験が行われました。これは
NPO法人田原菜の花エコネットワークが市内の保
育園やこども園の園児を対象に毎年行っているもの
で、ヒマワリの栽培を通じて、子どもたちが「資源循
環」や「環境と食と農」の関わりについて学ぶことを
目的としています。園児たちは大きなヒマワリが育
つよう願いを込めながら種まきを行っていました。

太陽浴びて
大きく育て！

5/15
［火］

▲花の寄せ植えを体験する子どもたち（子ども寄せ植え教室）

▲友好都市の長野県宮田村のブースでは、村の特産品が並び、大変人気を集めました

▲元気いっぱいに種まきを行う様子（北部保育園）
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　田原市博物館で鎧
よろい

を着てみようが開催され、親子
など30名が参加しました。このイベントは、現代の
鎧師が製作した鎧を着て、武将気分を味わえる子ど
もの日の恒例行事となっています。参加者は、兜

かぶと

や鎧
を身に着け、思い思いにポーズを決め、記念撮影を楽
しみました。

　６月はジューンブライドの季節。もと
もと日本では梅雨の時期に挙式が少な
かったことから、欧米で広まっていた6
月の花嫁は幸せになるという言い伝え
を業界が広めたものとされています。
　また、土用の丑

うし
の日にウナギを食べ

る習慣は、夏にどうしたらウナギが売れ
るかと相談された平賀源内が、丑の日に
「う」で始まるものを食べれば夏負けし
ないという風習にちなんで考えたこと
が由来といわれています。

　言い伝えや風習がヒントとなり、現状
打開の方策を発想したこれらの話には
思わず「なるほど」と感心してしまいま
す。
　今も昔も先人の知恵の中に逆転の発
想へのカギがありそうです。

　田植え体験がサンテパルクたはらで
行われ、親子10組36名が参加しました。
子どもたちは普段あまり体験すること
のない田んぼの感覚に歓声を上げなが
ら、次々と苗を植えていきました。この
日植えられたもち米の「めぐみもち」は
９月上旬に収穫される予定です。

気分は鎧武者
時間旅行へ出発！！

5/5
［土・祝］

先人に学ぶ、逆転の発想

▲親子揃って憧れの鎧武者に変身

おいしいお米
待ちきれない！

5/13
［日］

▲泥だらけになって楽しい思い出を作りました
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

木戸 快斗くん
かい と

2歳
堀切町

山下 清志郎くん
せい し ろう

1歳
浦町

小林 礼央 WILLくん
れ   お     ウィウ

1歳
赤石

　渥美半島菜の花まつり期間中に撮影し、インスタグラムに投稿された写真の中から10
点が入賞作品に選ばれました。　

田原市公式インスタグラム「たはら暮らし」
×菜の花ほのぼの写真コンテスト入賞作品をご紹介します！

渥美半島観光
ビューロー
☎23-3516

［投稿者］

＠m_h_mom8

＠leader1229

＠shanku0629

＠3yu__yasu

＠unyudane ＠ryou_d500

＠hal0417

＠so_much279

＠naohiro_3

＠hana_hana_1234

 日々の生活の中で、身近にある
のに気付いていなかった田原の
魅力を、特産物・食育・子育てなど
を中心に主婦目線で伝えていき
たいと思います。

堤田恭子（福江地区）
 昨年に続いて、今年も田原市の
旬の農産物、観光イベントや風景
など、身近な話題を幅広くブログ
などでお伝えします。

太田俊一（童浦地区）

　田原市が募集した広報サポーターに、私たち3名が選ばれました。
　これから広報紙作成やブログなどに関わっていきますので、どうぞよろしくお願いします。身近な話題や、
ためになる情報など、市民の皆さんにお届けしていきます。皆さんの地域にも取材に伺うかもしれませんので、
ご協力をお願いします。

　趣味で景色や野鳥などの写真
を撮っています。田原の良いとこ
ろを皆さんにお伝えできるよう
いろいろな所に写真を撮りに出
掛けたいです。

花井岳晴（泉地区）

▲赤羽根文化の森

渥美半島
環境活動協議会
　090‐9123‐7983

［投稿者］

　渥美半島で環境活動を進める団体が連携し、まちづくりに関わることで、渥美半島の豊
かな自然を未来に受け渡していきたいと、活動を始めて２年になります。それぞれの思いを
持って環境活動を進める団体が「学び合い、考え合い、つながることができる場」となるよう
に、この協議会を位置付けています。
　その一環として講演会およびワークショップを開催しま
す。一緒に渥美半島のことを考えませんか？
▶日時＝６月１６日（土）午後２時45分～５時
▶場所＝中部市民館多目的ホール
▶申込＝不要（無料）
▶講師＝（一財）自然環境センター上級研究員　渡辺綱男氏
▶演題＝「自然を守り、活かし、つなぐ～地域から新たな流れを創り出す～」

渥美半島の環境について学ぶ講演会

◆田原市広報サポーターの部屋◆
●田原市ホームページ　http://www.city.tahara.aichi.jp/
●ブログアドレス　http://kohotahara.dosugoi.net/ ▶広報秘書課☎22-0138

優秀作品

1005653
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市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

 　
　

伊
良
湖
地
区
は
、渥
美
半
島
の
最
先
端

に
位
置
し
、風
光
明
媚
な
太
平
洋
、伊
勢

湾
、三
河
湾
な
ど
の
自
然
環
境
と
名
所
旧

跡
な
ど
の
歴
史
や
文
化
が
豊
か
な
地
域
で

す
。産
業
は
、農
業
と
観
光
が
中
心
で
、市

内
で
最
も
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

で
す
が
、地
域
力
や
地
域
の
良
さ
を
再
発

見
・
行
動
し
て
い
こ
う
と
、「
自
然
環
境
と

地
域
資
源
を
活
か
し
た
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

快
適
な
活
力
あ
る
地
域
」を
目
指
し
て
、市

民
館
を
拠
点
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

▪
市
民
館
寺
子
屋・伊
良
湖

　
寺
子
屋
は
、毎
週
火
曜
日
、伊
良
湖
市
民

館
で
小
学
校
４
～
６
年
生
を
対
象
と
し
て

開
催
し
て

い
ま
す
。教

員
Ｏ
Ｂ
の

方
々
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
で
先
生

を
し
て
く

れ
て
い
ま

す
。

　

約
１
時

間
の
授
業

で
、６
年
生
は
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
悩

ま
な
い
よ
う
に
、特
に
算
数
や
国
語
を
中

心
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。４・５
年
生
は
先

生
に
質
問
し
な
が
ら
教
科
書
の
予
習
・
復

習
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
分
か
ら
な
い
こ

と
が
聞
け
て
勉
強
が
進
ん
だ
」と
い
う
声

が
聞
か
れ
、先
生
も
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

▪
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
協
定
締
結　

　

３
月
９
日（
金
）に
伊
良
湖
地
区
は
、災

害
時
に
お
け
る
地
震
避
難
所
と
し
て
の
使

用
に
関
す
る
協
定
を
日
本
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

（
株
）（
伊
良
湖
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）と
、大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
避
難
所
と
し
て

の
協
定
を
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
株
）（
伊
良
湖
シ
ー

パ
ー
ク
＆
ス
パ
）と
締
結
し
ま
し
た
。

　
す
で
に
一
時
避
難
場
所
と
し
て
伊
良
湖

地
区
と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、新
た

に
地
震
・
津
波
発
生（
大
規
模
災
害
は
台

風
、火
災
時
を
含
む
）な
ど
の
災
害
発
生
時

に
、地
区
で
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
場
所・

避
難
所
が
使
用
不
可
と
な
っ
た
と
き
、ま

た
は
使
用
不
可
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　「
し
み
ん
の
ひ
ろ
ば
」運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
！

　
「
し
み
ん
の
ひ
ろ
ば
」は
、市
内
の
市

民
活
動
団
体
が
日
頃
の
活
動
を
発
表

し
、他
団
体
や
来
場
者
と
交
流
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
、今
年
で
12
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。今
年
は
、イ
ベ
ン
ト
の
運
営

に
協
力
し

て
も
ら
え

る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま

す
。楽
し

み
な
が

ら
、一
緒

に
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り

上
げ
ま

し
ょ
う
！

 【
日
時
】８
月
26
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分

【
場
所
】田
原
文
化
会
館
内

【
内
容
】市
民
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル
・
ブ
ー

ス
展
示
お
よ
び
発
表
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

飲
食
店
の
出
店
な
ど（
予
定
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
】「
し
み
ん
の
ひ
ろ

ば
」の
運
営
お
よ
び
実
施（
事
前
打
ち
合
わ

せ
へ
の
出
席
、イ
ベ
ン
ト
前
日・当
日
の
準

備
お
よ
び
片
付
け
を
含
む
）

【
応
募
項
目
】氏
名
、性
別
、生
年
月
日
、住

所
、連
絡
先
、職
業
、応
募
動
機
お
よ
び
活

動
経
験

【
応
募
方
法
】企
画
課
に
て
配
布
す
る
応
募

用
紙
に
応
募
項
目
を
記
載
の
上
、郵
送
、

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
提
出
。応
募

用
紙
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
。１

０
０
５
６
２
０

【
応
募
締
切
】６
月
25
日（
月
）

※
な
お
、当
日
は
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。詳
細
は
市

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
０
０
５
６
２
１

▼
企
画
課

☎
23-

３
５
０
７

23-

０
６
６
９

 kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

伊
良
湖

◦寺子屋で勉強する児童たち

◦昨年の様子
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　大草小学校では、全校児童85名で縦割り班活動を行っていま
す。１年生から６年生が６つの班に分かれ、縦割り班掃除、運動会
での縦割り班対抗種目、一人一鉢の栽培活動を縦割り班で世話す
るなどさまざまな活動を行っています。
　4月27日（金）に行われた春の遠足では、オリエンテーリングを
しながら校区を巡り、各チェックポイントでゲームやクイズを
行いました。ゴールの大草海岸では、ふるさとのきれいな砂浜を
守っていくため、縦割り班に分かれて海岸に打ち上げられたペッ
トボトルなど、砂浜のごみを拾い集めました。昼食後には、砂浜で
ビーチフラッグスなどのゲームを楽しみ、大草海岸の自然に感謝
しつつ遠足を終えました。春の遠足を縦割り班で行うことで、入
学してきた１年生15名の仲間入りを歓迎し、仲間意識を育てるこ
ともできました。

　今後も縦割り班での活動を通して、上級生のリーダー性を伸ばすとともに、思いやりの心を育て、
より良い学校生活が送れるようにしていこうと思います。

　毎年５年生は、３月になると大忙しです。なぜなら、次年度
の４月に行う「あかはに探検隊」※の計画を自分たちで立て
るからです。全校を６班のなかよし班（縦割り班）に分け、①
互いのよさを認め合い、協力することの大切さに気付く②
校区の自然や産業、昔の良さを伝える建物を見学し、ふるさ
と「あかばね」の良さに気付くという狙いの元、活動します。
子どもたちは、意見を出し合い、見学場所や歩行ルート、ク
イズ、遊び方などを考えます。職員は、子どもたちが考えた
場所（厳王寺・給食センター・消防赤羽根分署・一色神社）や
歩行ルートを実際に確認し、あいさつとお願いに行きます。
チェックポイントでは、ＰＴＡ役員さんがクイズを出題しま
す。「校歌に出てくる『くろがねの岩』の上に立っている像の
名前は？」など、地域の特徴を生かしたクイズもあります。
　「あかはに探検隊」当日は、ＰＴＡ役員さんと希望する保護
者が、子どもたちの見守り役として参加してくれています。
子どもの主体的な活動を地域の方々と保護者が支える赤羽
根小学校の一大イベントです。
※ 赤羽根地区に古来から産出する「赤いねば土（粘土）」のことを、「あかはに」と呼んでいた。
　 赤羽根の名前の由来にもなっており、探検隊の名前とした。

「春の遠足」
縦割り班で育てる思いやりの心 大草小学校

「あかはに探検隊」
「あかばね」の良さを見つけに 赤羽根小学校

◦見学場所を考える児童ら

◦ビーチフラッグスをする児童ら

◦子どもたちが考えたルートをチェックする先生

◦大草海岸で集合写真
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

表
彰

叙
勲

　
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ら

れ
、
次
の
方
が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
。

▪
旭
日
双
光
章

杉
浦
伸の
ぶ
は
る治
（
全
国
加
工
海
苔
協

同
組
合
連
合
会
理
事
長
／
水
産

物
加
工
業
振
興
功
労
／
高
木
町
）

募
集

平
成
30
年
住
宅・土
地
統
計

調
査
統
計
調
査
員

 

１
０
０
５
６
０
９

業
務
内
容
：
調
査
区
内
の
名
簿
作

成
、
調
査
票
の
配
布・回
収（
事
前

説
明
会
あ
り
）　

募
集
人
員
：
40

名
程
度　
調
査
期
間
：
８
月
下
旬

～
10
月
下
旬　
報
酬
：
５
～
７
万

円
程
度（
業
務
量
に
よ
り
異
な
る
）

申
込
締
切
：
６
月
20
日（
水
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

お
し
ら
せ

発
掘
調
査・整
理
作
業
員（
文

化
財
課
）　　

１
０
０
５
５
９
８

勤
務
内
容
：
現
場
作
業
、
整
理
作

業　
募
集
人
員
：
６
名　
採
用
期

間
：
７
月
18
日
～
８
月
10
日　
賃

金：【
現
場
】時
給
９
６
０
円
／【
整

理
】時
給
９
０
０
円　
勤
務
場
所：

現
場
（
亀
山
町
）、
渥
美
郷
土
資

料
館
他　
勤
務
形
態
：
火
～
土
曜

日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分　
選
考
方
法
：
面
接　
申
込

締
切
：
６
月
22
日
（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
文
化
財
課

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

企
画
展
監
視
員（
田
原
市
博

物
館
）　　　

１
０
０
５
６
０
３

勤
務
内
容：展
示
室
監
視
、
受
付
、

来
館
者
対
応
な
ど　
募
集
人
員
：

７
名
程
度　
採
用
期
間
：
７
月
14

日
～
12
月
９
日　
勤
務
場
所
：
田

原
市
博
物
館　
勤
務
形
態
：
午
前

９
時
～
午
後
１
時
と
午
後
１
時
～

５
時
（
交
代
勤
務
）　

賃
金
：
時

給
９
０
０
円　
選
考
方
法
：
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、書
類
選
考
後
、

面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通

知
）　
申
込
締
切：６
月
22
日（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

（
仮
称
）童
浦
こ
ど
も
園
職
員

１
０
０
５
６
５
０

　
平
成
32
年
４
月
開
園
の（
仮
称
）

童
浦
こ
ど
も
園
で
働
い
て
み
た
い

方
を
募
集
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
運
営
事
業
者
学
校
法
人
明
睦

学
園
（
豊
橋
市
大
岩
町
）
に
よ
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
７
月
２
日
（
月
）
午
後
６

時
～
７
時　
対
象
：
保
育
士
の
登

録
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
幼
稚

園
教
諭
の
普
通
免
許
状
を
有
す
る

方　
場
所：市
役
所
大
会
議
室（
北

庁
舎
１
階
）　

申
込
：
６
月
29
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

※
詳
細
は

市
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
い
た

だ
く
か
、

お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
学
校
法
人
明
睦
学
園

☎（
０
５
３
２
）41‐２
３
９
２

「
東
海
地
域
の
６
次
産
業
化

推
進
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」受
講
生  

１
０
０
４
９
６
７

対
象
：
６
次
産
業
に
興
味
が
あ
る

農
業
者
や
農
業
分
野
へ
新
規
参
入

を
検
討
し
て
い
る
企
業
の
方
で
高

校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
し
、
ｅイ
ー

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
可
能
な
方

期
間
：
９
～
12
月
（
約
４
カ
月
）

場
所
：
豊
橋
技
術
科
学
大
学　
内

容
：
６
次
産
業
を
設
計
し
、
そ
の

実
施
に
向
け
た
意
思
決
定
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
人
材
の
育
成
。
修

了
後
は
、
国
家
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
検
定「
6
次
産
業
化
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
」レ
ベ
ル
３
に
申
請

可
能　
定
員
：
15
名
（
先
着
順
）

参
加
料
：
３
万
円　
申
込
：
６
月

15
日（
金
）～
８
月
３
日（
金
）の
期

間
に
先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て

▼
豊
橋
技
術
科
学
大
学　
先
端
農

業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）44‐１
０
１
６

（
０
５
３
２
）81‐５
１
０
８

 http://w
w

w
.recab.tut.

ac.jp/
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田
原
市
民
ま
つ
り
実
行
委

員
会
委
員   

１
０
０
５
５
９
２

対
象
：
18
～
45
歳
の
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学　
勤
務
内
容
：
年
６

回
程
度
の
会
議
出
席
／
田
原
市
民

ま
つ
り
の
企
画
・
運
営　
募
集
人

員
：
若
干
名　
採
用
期
間
：
８
月

１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日　
賃

金
：
無
償　
選
考
方
法
：
書
類
選

考　
申
込
締
切：６
月
29
日
（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド

１
０
０
３
５
６
９

対
象
：
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
個

人
事
業
者
ま
た
は
そ
の
事
業
者
で

組
織
す
る
団
体
②
市
内
に
主
な
事

業
拠
点
が
あ
る
法
人
ま
た
は
団
体

内
容
：
田
原
市
の
地
域
資
源
や
地

域
特
性
を
生
か
し
た
優
れ
た
産
品

を「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
／
認
定
品
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
活
用　

申
込
：
６
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
／
申
込
用
紙
は
商
工
観

講
座

普
通
救
命
講
習
会１

０
０
５
５
８
８

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

日
時
：
７
月
15
日
（
日
）

午
前
９
時
～
正
午　
場
所
：
赤
羽

根
分
署　
内
容
：
心
肺
蘇
生
法
や

Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
な
ど　
定
員
：
20
名

（
先
着
順
）　
受
講
料
：
無
料　
申

込
：
７
月
14
日
（
土
）
ま
で
に
直

接
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職

業
を
明
記
）
そ
の
他
：
講
習
修
了

者
に
修
了
証
を
交
付
／
た
は
ら
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
赤
羽
根
分
署

☎
45‐４
１
１
９

45‐４
１
２
０

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室

１
０
０
４
０
８
０

対
象
：
小
学
５
年
生
以
上　
日
時

／
場
所
：
表
の
と
お
り　

時
間
：

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分　
講

師
：
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

受
講
料
：
無
料　
申
込
：
不
要

そ
の
他
：
服
装
自
由
・
体
育
館

光
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
・

渥
美
支
所
、
市
Ｈ
Ｐ
で
入
手
可

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

イ
ベ
ン
ト

も
の
づ
く
り
博
２
０
１
８ 

in 

東
三
河
～
東
三
河
の「
も
の
づ

く
り
」が„
超
絶＂
ス
ゴ
い
！
～

日
時：６
月
15
日（
金
）・16
日（
土
）

／
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

場

所：豊
橋
市
総
合
体
育
館　
内
容：

東
三
河
の
事
業
所
に
よ
る
「
も
の

づ
く
り
」
技
術
、
製
品
の
実
演
・

展
示
／
東
三
河
の
実
業
高
校
・
大

学
に
よ
る
特
別
展
示
、
い
い
も
の

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ア
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
、
家
族
連
れ
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト　
主
催
：
東
三
河

広
域
経
済
連
合
会　
そ
の
他
：
豊

橋
駅
東
口
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
有

▼
田
原
市
商
工
会
☎
22‐６
６
６
６

シ
ュ
ー
ズ
持
参

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

※時間は全て午後７時30分～９時30分

期日 場所 期日 場所

  6／12火

 旧野田中学校体育館

  6／27水 渥美運動公園

  7／10火   7／25水 赤羽根中学校体育館

ー   8／22水 渥美運動公園

  9／11火   9／26水 赤羽根中学校体育館

10／  9火 10／24水 渥美運動公園
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円
～
１
１
２
５
万
４
０
０
０
円　

申
込
：
建
築
課
に
て

▼
建
築
課

☎
23‐３
５
２
７

22‐３
８
１
１

夕
陽
が
浜
宅
地
分
譲
中

１
０
０
０
９
４
７

場
所
：
田
原
市
夕
陽
が
浜
地
内　

販
売
区
画
数
：
35
区
画　
宅
地
面

積
：
２
２
６
・
22
㎡
～
５
１
０
・
18
㎡

（
68
・
43
坪
～
１
５
４
・
32
坪
）

販
売
価
格
：
５
４
９
万
８
０
０
０

円
～
１
１
９
４
万
９
０
０
０
円　

申
込：田
原
市
土
地
開
発
公
社（
建

築
課
内
）に
て

▼
田
原
市
土
地
開
発
公
社（
建
築

課
内
）

☎
23‐３
５
２
７

22‐３
８
１
１

「
特
定
健
診
」「
後
期
高
齢
者

健
診
」を
受
け
ま
し
ょ
う
！

１
０
０
５
５
９
３

年
に
一
度
の
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

受
け
て
い
ま
す
か
？

対
象
：【
特
定
健
診
】
40
～
74
歳

の
方
で
田
原
市
国
民
健
康
保
険

に
ご
加
入
の
方
【
後
期
高
齢
者
健

診
】
75
歳
以
上
の
方
（
一
定
の
障

害
が
あ
る
方
は
65
歳
以
上
）
※
昭

和
18
年
５
月
１
日
～
９
月
30
日

合
は
、住
所・

氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・

参
加
人
数
を

明
記
）

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
６
月
11
日（
月
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

会
館　
内
容
：
崋
山
の
「
商
人
八

訓
」
と
「
八
つ
の
訓
戒
」　
講
師：

崋
山
・
史
学
研
究
会 

別
所
興
一

氏　
受
講
料
：
無
料　
申
込
：
当

日
会
場
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

生
活

シ
ー
サ
イ
ド
田
原
光
崎

宅
地
分
譲
中

１
０
０
４
０
９
６

場
所
：
田
原
市
光
崎
三
丁
目　
販

売
区
画
数
：
16
区
画　

宅
地
面

積
：
２
４
２
・
01
㎡
～
３
１
４
・
07

㎡
（
73
・
20
坪
～
95
・
00
坪
）　

販
売
価
格
：
７
５
２
万
７
０
０
０

田
原
福
祉
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

１
０
０
４
０
５
８

対
象
：
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方

日
時
／
内
容
：
表
の
と
お
り
（
一

部
、内
容
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

場
所
：
田
原
福
祉
専
門
学
校　
参

加
料
：
無
料　
申
込
：
各
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
催
日
前
日
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

生
ま
れ
の
方
へ
は
、
誕
生
日
月
の

翌
月
末
に
受
診
券
を
発
送　

期

間
：
平
成
31
年
１
月
31
日
ま
で
の

診
療
時
間
内　
場
所
：
市
内
指
定

医
療
機
関

費
用
：
無
料　
持
ち
物
：
受
診
券
、

保
険
証

※
受
診
券
は
５
月
に
発
送
済
み

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９（
特
定
健
診
）

☎
23‐３
５
１
４（
後
期
高
齢
者
健
診
）

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ

ク
申
込
受
付
中

１
０
０
５
５
９
４

対
象
：
次
の
い
ず
れ
も
満
た
し
て

い
る
方
①
申
込
日
お
よ
び
ド
ッ

ク
受
診
日
に
、
田
原
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
②
40
～

75
歳
未
満
の
方
（
平
成
31
年
3
月

31
日
時
点
。
今
年
度
中
に
75
歳
に

な
る
方
は
誕
生
日
前
日
ま
で
受

診
可
）
③
同
一
年
度
内
に
特
定
健

診
、
各
種
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い
方　
期
間
：

８
月
～
平
成
31
年
２
月
（
受
診
日

の
指
定
は
不
可
）　

場
所
：
渥
美

病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

費

用
：
１
万
５
０
０
０
円　

定
員
：

男
女
各
１
２
０
名

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐４
２
７
０

医
療
受
給
者
証
の
更
新
を

お
忘
れ
な
く

　
有
効
期
限
が
平
成
30
年
７
月
31

日
ま
で
の
「
母
子
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
証
」「
後
期
高
齢
者
福
祉

医
療
費
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の

方
に
、
受
給
者
証
更
新
手
続
き
の

案
内
を
順
次
、
郵
送
し
ま
す
。

　

案
内
の
通
知
に
記
入
し
て
あ

る
申
請
受
付
期
間
内
に
、
保
険
年

金
課
ま
た
は
赤
羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー
、
渥
美
支
所
市
民
生
活
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

日時 内容
  6／16土13：00～15：30 学校概要・授業説明、学内見学、座談会
  7／ ８日13：00～15：30 授業体験（福祉レク）、座談会
  7／22日13：00～15：30 授業体験（模擬授業）、座談会
  8／ ４土13：00～15：30 授業体験（移動介助）、座談会
  8／19日13：00～15：30 授業体験（介護技術）、座談会
  9／ ９日13：00～15：30 入試説明会（募集要項説明・入試対策）
10／ ６土11：00～12：30 学内見学　※たっぷく祭（学園祭）開催中
Ｈ31／
  3／24日13：00～15：30 学校概要・授業説明、学内見学

▲申込用
　QRコード

平成30年6月  広報たはら │    │18

INFORMATION おしらせ



愛
知
県
産
品
を
食
べ
よ
う
！

「
い
い
と
も
あ
い
ち
運
動
」

１
０
０
５
６
０
６

　
こ
の
運
動
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
「
愛
知
県
農
林
水
産
業
の
応
援

団
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、
消
費
者

と
生
産
者
が
一
緒
に
な
っ
て
愛
知

県
の
農
林
水
産
業
を
支
え
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
愛
知

県
の
農
林
水
産
物
を
も
っ
と
食
べ

て
い
た
だ
き
た
い
（
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
）
と
い
う
、「
愛
知

県
版
地
産
地
消
の
取
り
組
み
」
で

も
あ
り
ま
す
。
県
内
産
の
食
材
を

積
極
的
に
扱
う
「
い
い
と
も
あ
い

ち
推
進
店
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
「
い
い
と
も
あ
い
ち
推
進
店
」

の
検
索
は
県
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.
pref.aichi.jp/nourin/iitom

o/
iitom

oaichi/

）
に
て

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

６
月
は
食
育
月
間１

０
０
５
６
０
５

　
食
育
月
間
は
、国
が
定
め
た「
食

育
推
進
基
本
計
画
」
に
よ
り
、
平

成
18
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、

毎
年
６
月
が
「
食
育
月
間
」
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
家
族
全

員
で
楽
し
く
食
事
を
し
ま
し
ょ

う
！

　

健
康
な
体
を

育
む
た
め
に
重

要
な
生
活
の
リ

ズ
ム
は
、
早
寝
・
早
起
き
を
し
、
１

日
３
回
、
食
事
を
取
る
こ
と
に
よ
り

整
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
毎

日
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
習
慣
化

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、

家
族
全
員
で
毎
日
楽
し
く
朝
食
を

食
べる
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
気

を
付
け
、
特
に
不
足
し
が
ち
な
野

菜
は
、
新
鮮
で
安
心
安
全
な
お
い

し
い
地
元
の
農
産
物
を
積
極
的
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回

収
に
つ
い
て
の
お
願
い

１
０
０
４
３
０
４

　
田
原
市
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
適
正
処
理
対
策
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
回
収
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
と

お
願
い
で
す
。

▪
７
月
・
８
月（
夏
期
）の
収
集
時
間

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
、

午
後
１
時
～
３
時

（
通
常
期　

午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
）

※
暴
風
・
大
雨
警
報
発
表
時
な

ど
は
開
始
時
間
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▪
運
搬
・
分
別
に
つ
い
て
の
お
願
い

◦
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
運
搬
中
、

荷
台
か
ら
の
は
み
出
し
、
荷
崩

れ
、
落
下
な
ど
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
積
載
方
法
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
農
ビ
フ
ィ
ル
ム
、
マ
ル
チ
な
ど
に

付
着
し
た
泥
は
落
と
し
て
か
ら

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
適
正
処
理
対
策
協
議
会

（
農
政
課
内
）

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み

田
原
資
材
セ
ン
タ
ー

☎
23‐１
６
３
６

赤
羽
根
資
材
セ
ン
タ
ー

☎
45‐３
１
３
４

渥
美
資
材
セ
ン
タ
ー

☎
32‐３
０
０
０

山
地
災
害
に
ご
注
意
を
！

１
０
０
５
６
０
１

　

近
年
、
全
国
で
豪
雨
な
ど
に
よ

る
山
地
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

4
月
11
日
に
は
大
分
県
に
て
、
雨

が
観
測
さ
れ
て
い
な
い
中
で
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
で

は
数
日
前
か
ら
落
石
や
地
鳴
り
が

起
き
て
い
た
と
の
報
道
も
あ
り
ま

す
。
山
地
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
、
危
険
箇
所
を
知
り
、
山
地
災

害
の
危
険
信
号
（
落
石
、
斜
面
に

亀
裂
、川
が
濁
っ
た
、地
鳴
り
な
ど
）

に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

危
険
箇
所
は
、

愛
知
県
が
作
成
し

た
「
山
地
災
害

危
険
地
区
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所
：
愛
知
県
東
三
河
農

林
水
産
事
務
所
・
市
農
政
課

※
愛
知
県
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可
能

（http://w
w

w
.pref.aichi.jp/

soshiki/shinrin/0000004077.
htm

l

）

▼
愛
知
県
東
三
河
農
林
水
産
事
務

所
林
務
課

☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
７
６

田原市赤羽根診療所の
 診療時間が変わりました
訪問診療を行うため、表のとおり診療時間を変
更しました。詳しくは、お問い合わせください。

▶田原市赤羽根診療所　☎45-3505
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よ
り
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
飼
い
続
け

る
こ
と
が
無
理
な
場
合
は
、
新

し
い
飼
い
主
を
探
し
ま
し
ょ

う
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練

１
０
０
５
５
７
７

　

地
震
の
発
生
に
備
え
、
次
の
と

お
り
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓

練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）に
よ
り
、
消
防
庁

か
ら
全
国
に
発
信
さ
れ
ま
す
。

▪
日
時

　
７
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時
ご

ろ 
▪
放
送
内
容

　
上
り
チ
ャ
イ
ム　

　
「
こ
ち
ら
は
、広
報
た
は
ら
で
す
」

　
「
た
だ
い
ま
か
ら
、
訓
練
放
送

を
行
い
ま
す
」

　
「
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム　

緊
急
地
震
速
報
。大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放

送
で
す
」
繰
り
返
し
３
回

　
「
こ
ち
ら
は
、広
報
た
は
ら
で
す
」

　
「
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

▼
財
政
課

☎
23‐３
５
９
１

23‐０
１
８
０

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し

ょ
う　
　
　

１
０
０
３
６
７
２

▪
犬
の
放
し
飼
い
は
ダ
メ
！

放
し
飼
い
の
犬
が
子
ど
も
を
追

い
掛
け
け
が
を
さ
せ
た
り
、
犬

自
身
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鎖
な

ど
で
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▪
猫
は
室
内
飼
育
に

室
内
飼
育
を
す
る
こ
と
で
、
交

通
事
故
や
感
染
症
の
予
防
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
近
所
迷
惑
の

予
防
も
で
き
ま
す
。

▪
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
と

散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
や
飼
育
し

て
い
る
猫
の
ふ
ん
は
、
放
置
せ

ず
に
必
ず
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

処
理
後
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
投
棄

も
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▪
ペ
ッ
ト
は
終
生
飼
育
を

家
族
の
一
員
と
し
て
、
ペ
ッ
ト

の
生
涯
飼
育
は
飼
い
主
の
責
任

で
す
。
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
と
、

動
物
の
愛

護
及
び
管

理
に
関
す

る
法
律
に

公
有
地
を
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す

１
０
０
５
６
４
９

売
却
地
：
表
の
と
お
り　
入
札
日

時
：
７
月
10
日（
火
）
午
後
７
時

場
所
：
市
役
所
大
会
議
室
（
北
庁

舎
１
階
）　

申
込
期
限
：
６
月
29

日
（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
」

　
下
り
チ
ャ
イ
ム
（
終
了
）

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

情
報
公
開
制
度・個
人
情
報

保
護
制
度
の
実
施
状
況

■
平
成
29
年
度

　
情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

　
公
文
書
の
開
示
請
求
お
よ
び
申
出

の
実
績
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
１
件
の
請
求
に
つ
い
て
複
数
の

決
定
を
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

請
求
件
数
と
決
定
件
数
は
一
致
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▪
開
示
の
請
求

請
求
者
数

24
人

請
求
件
数

37
件

決
定
件
数

37
件

全
部
開
示 

※
１

28
件

部
分
開
示 

※
２

８
件

非
開
示

０
件

不
存
在

１
件

不
服
申
し
立
て

０
件

▪
開
示
の
申
出

申
出
者
数

１
人

申
出
件
数

１
件

不
存
在　
　

１
件

■
平
成
29
年
度

　
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

　
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実

績
お
よ
び
開
示
請
求
の
実
績
は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

▪
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績

実
施
機
関

件
数

市
長

１
０
４
件

教
育
委
員
会

３
件

選
挙
管
理
委
員
会

１
件

監
査
委
員

０
件

公
平
委
員
会

０
件

農
業
委
員
会

１
件

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会

０
件

水
道
事
業

１
件

消
防
長

４
件

議
会

０
件

▪
開
示
の
請
求

請
求
者
数

０
人

請
求
件
数

０
件

全
部
開
示 

※
１

０
件

【
※
１
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書

の
全
部
を
開
示

【
※
２
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書

の
う
ち
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど

開
示
で
き
な
い
一
部
を
除
い
て
開
示

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

場所 登記地目 面積 最低入札価格

田原町新清谷88番

宅地

305.42㎡（92.5坪） 2,210 万円

福江町白石４番４ 167.45㎡（50.7坪） 470 万円

中山町宮脇本畑99番３、100番 613.05㎡（185.7坪）810 万円

※中山町の物件は、市街化調整区域の土地です。
　開発行為・建築行為は都市計画法で規制があるため、建築など希望の方は事前に相
談してください。
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発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん

の
早
期
教
育
相
談

対
象
：
原
則
、幼
児
期
か
ら
就
学

前
ま
で
の
子
ど
も
お
よ
び
そ
の
保
護

者　
日
時
：
７
月
30
日（
月
）・
31

日（
火
）
／
午
前
10
時
～
午
後
３

時
25
分
（
要
予
約
）
場
所
：
東
三

河
県
庁　
相
談
料
：
無
料　
申
込
：

６
月
29
日（
金
）
ま
で
に
電
話
に

て　
主
催
：
愛
知
県
教
育
委
員
会

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

平
成
30
年
度
教
科
書
展
示
会

日
時
：
６
月
８
日
（
金
）
～
７
月

２
日
（
月
）
／
午
前
９
時
～
午
後

４
時　
※
日
曜
日
を
除
く

場
所
：
豊
橋
市
教
育
会
館
（
ラ
イ

フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し
内
）　
内
容
：

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
用
教
科

書
見
本
の
展
示　
主
催
：
愛
知
県

教
育
委
員
会

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
４
月
３
日
、
匿
名
希
望
の
方
か

ら
、
田
原
中
部
小
学
校
の
図
書
室

整
備
の
た
め
、
金
10
万
円
。

▼
４
月
６
日
、
蒲
郡
信
用
金
庫
か

ら
、
地
域
社
会
の
振
興
に
資
す
る

た
め
、
車
両
１
台
。

▼
４
月
10
日
、
豊
橋
ベ
ン
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ　
会
長　
鈴
木
ゆ
き
様
か

ら
、地
域
社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
、

書
籍
21
冊
。

▼
４
月
13
日
、
匿
名
希
望
の
方
か

ら
、地
域
福
祉
の
た
め
、金
５
万
円
。

税

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

１
０
０
２
７
６
６

　
平
成
30
年
１
月
１
日
以
降
に
新

築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
の
実
地
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
固
定
資
産
税
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を
決
定
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
税
務
課
職

員
が
お
宅
や
事
務
所
な
ど
へ
調
査

に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
調

査
日
時
が
あ
る
場
合
は
、
税
務
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、本
年
度
も
既
設
家
屋
の
現

況
確
認
調
査
を
併
せ
て
実
施
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

公
的
年
金
か
ら
住
民
税
を

特
別
徴
収（
天
引
き
）し
ま
す

１
０
０
０
７
８
０

▪
対
象
の
方

　
平
成
29
年
中
に
公
的
年
金
な
ど

の
支
払
い
を
受
け
、
平
成
30
年
４

月
１
日
に
お
い
て
遺
族
年
金
、
障

害
年
金
な
ど
の
非
課
税
の
年
金
を

除
く
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
65
歳
以
上
の
方

▪
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
金
額

　
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
所
得
か

ら
算
出
さ
れ
た
税
額
が
公
的
年
金

か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。
特
別
徴
収

対
象
の
方
に
は
、
市
か
ら
納
税
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
（
６
月
中
旬

発
送
予
定
）。
特
別
徴
収
予
定
の

金
額
は
納
税
通
知
書
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

■特別徴収の納付方法例

徴収方法 普通徴収（納付書・口座振替） 特別徴収（年金から徴収）
納付月 1期（６月） 2期（8月） 10月 12月 2月
税額 各期：年税額の４分の１ 各月：年税額の６分の１

①初めて65歳以上に該当する方（昭和27年4月3日～昭和28年4月2日生まれ）

②特別徴収2年目以降の方
徴収方法 特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）
納付月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額 各月：前年度分の年税額の６分の１ 各月：年税額から仮徴収分を
         差し引いた額の3分の1

◆
お
詫
び
と
訂
正

広
報
た
は
ら
５
月
号
23
ペ
ー
ジ
、

田
原
市
地
域
職
業
相
談
室
の
求
人

受
付
時
間
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

正
し
く
は
、
午
前
10
時
30
分
～
正

午
、午
後
１
時
～
３
時
30
分
で
す
。

■広報大使に黒岩唯一さんを委嘱
　田原警察署は、
東海地方を拠点
にタレント活動や
ラジオパーソナリ
ティとして活躍中
の「黒ちゃん」こと
黒岩唯一さんに
田原警察署広報大使を委嘱しました。平成
２６年から委嘱をしており、今年で４期目にな
ります。これからも「黒ちゃん」の声で市民の
安全安心につながる発信をしてもらいます。

■テロ防止にご協力を
　今年の９月に2018アーバンリサーチＩＳＡ
ワールドサーフィンゲームスが開催されます。
国際イベントの開催で懸念されるのがテロ事
件です。不審者や不審車両、不審物を発見
した場合には警察への通報をお願いします。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成30年の累計

4月

●人身9件（57件）
●負傷11人（71人）
●死亡0人（1人）
●物損115件（459件）

●侵入盗2件（7件）
●乗物盗1件（4件）
●非侵入盗6件（33件）

●火災4件（14件）
●救急169件（830件）
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金 土 日

1 2 3
おはなしの部屋
15：00～
おはなし会
10：30～ 14：00～

8 9 10

おはなし会  
14：00～

15 16 17
おはなし会
10：30～

22 23 24
おはなし会  
10：30～

29 30 7/1
親子リトミック  
10：30～ と保護者

6 7 8
おはなしの部屋
15：00～
おはなし会
10：30～ 14：00～

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

ひまわりルーム
（稲場保育園内）
☎23-0987
なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）
※毎月	第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：
00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本
の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽
根福祉センター（毎週火
曜日9：30～11:00）・泉市
民館（毎週金曜日9：30～
11:00）

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00
◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）
◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

　児童手当現況届は、毎年６月１日における受給者や児童の状況を報告し、児童手当を引き続
き受ける要件があるかどうかを確認するものです。提出されない場合、６月分以降の手当を受
けられなくなることがあります。
　必要書類などを受給者宛てに郵送しますので、忘れずに手続き
をしてください。

●提出期限　６月29日（金）
▶子育て支援課☎23‐3513　 １００１０９０

児童手当の現況届の提出をお忘れなく

対		

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児
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日　時＝６月23日（土）午前10時～11時15分
場　所＝伊良湖岬保育園遊戯室
対　象＝１歳半～３歳の未就園児とお父さん
講　師＝男性保育士
定　員＝15組（要予約）
内　容＝お父さんとの楽しい遊びを通して育

児参加のきっかけを作りましょう。

▶伊良湖岬保育園　☎38‐0760

おとうさんと遊ぼう（２ルーム合同講座）

月 火 水 木

5/28 29 30 31
工作「歩く紙の馬」
以上	

避難訓練 ※訓練中は閉館
午前	 以上

子育てワンポイントアドバイス
10：30～ の保護者

4 5 6 ちいさなおはなし会 7
ぬりえ  

以上
のりもの  

10：30～

11 12 13 14
チャレンジ「クロスワードパズル」
以上 絵本の読み聞かせ

11：00～11:30
ぴよぴよおはなし会
10：30～、11：00～

18 19 こりすの部屋 20 子育て講座ハグ 21
10：30～
おはなしポケット  
10：30～ と保護者
アイディア工作  
以上

10：00～ と保護者
はらぺこMommysおはなし会
10：30～、11：00～

25 26 27 28
工作「歩く紙の馬」
以上	 ちいさなおはなし会

10：30～
元気な口の育て方
10：30～11:00
こんな時どうする？「救急法」
10：30～11:30

2 3 4 5
ちいさなおはなし会
10：30～

日　時＝【制作】７月15日（日）午前９時30分～正午
           【野焼き】８月12日（日）午後１時30分～４時（雨天中止）
対　象＝どなたでも（小学校３年生以下は保護者同伴）両日参加可能

な方優先
場　所＝吉胡貝塚資料館（シェルマよしご）
定　員／参加料＝20名／300円
申　込＝電話・FAXにて（FAXの場合は、講座名・住所・氏名・電話番号

を明記）
▶吉胡貝塚資料館　☎22-8060 22-8070　 １００５５９９

吉胡貝塚資料館特別体験講座「縄文土器づくりと野焼き」

2018 June
イベントカレンダー6月 場		

所
渥美図書館
赤羽根図書館
中央図書館

ひまわりルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課
※対象は、会社などで検診（健診）の機会がなく、治療中や経過観察中でない方です。
※８０歳以上の方で、大腸がん検診、乳がん検診、子宮頸がん検診を希望される方は
健康課までご連絡ください。胃がん検診は安全性の確保が難しいため、検診を希
望される方は主治医にご確認ください。

●平成30年度　各種健康診断

▪
各
種
健
康
診
断
の
ご
案
内

　
対
象
者
の
方
に
は
５
月
中
旬
に
受
診
券

を
発
送
し
て
い
ま
す
。今
年
度
新
た
に
各

種
検
診（
健
診
）の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
費
用
】無
料（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
自
己
負
担

２
０
０
０
円
）

【
そ
の
他
】
詳
し
く
は
、健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

の
「
成
人
健
康
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

▪
が
ん
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
病

気
で
す 

　

ど
れ
だ
け
気
を
付
け
て
も
、が
ん
に
か

か
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、検
診

を
受
け
、早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
は
大

切
で
す
。

　
ま
た
、生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

が
ん
に
か
か
り
に
く
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
検
診（
健
診
）受
診
が
大
切
で
す

　

検
診
を
定
期
的
に
受
け
、自
分
の
健
康

状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、検

診
結
果
を
生

か
す
た
め
に
、

結
果
が「
要
精

密
検
査
」だ
っ

た
場
合
に
は
、

必
ず
医
療
機

関
を
受
診
し

て
、早
期
治
療

に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

が
ん
検
診

未
来
の
自
分
に
で
き
る
こ
と

（
平
成
30
年
度
が
ん
征
圧
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

健診名 対象（年齢：平成31年3月31日時点）

住民結核・肺がん検診 ４０歳以上の方（65歳以上の方は住民結核検
診も併用）

胃がん検診 ４０～７９歳の方

大腸がん検診 ３５～７９歳の方

乳がん検診
乳腺エコー ３０歳代の女性で昨年度未受診の方
マンモグラフィ ４０～７９歳の女性で昨年度未受診の方

子宮頸がん検診 ２０～７９歳の女性で昨年度未受診の方

子宮頸がん検診＋ＨＰＶ検査 ２５～６５歳の方（自己負担2,000円）で、子宮
頸がん検診を昨年度未受診の方

前立腺がん検診 ５０・５５・６０・６５・７０歳の男性

肝炎ウイルス検診 ４０・45・５０・５５・６０歳で過去に同検査を受け
たことがない方

成人歯科検診 ２０・２５・３０・３５・４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０・７５・
８０歳の方

骨粗しょう症検診 ４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性

健康応援健診 ３５～３９歳の方・40歳以上で生活保護を受給
している方

●❶ ●❸●❷

足裏はよく歩く人やランニングをする人、ハイヒー
ルなどを履く人は特に固くなりがちな部分です。外
反母趾の予防や痛みの緩和に役立つので、足
裏ストレッチを習慣付けましょう。
スポーツ課☎23-3531

❶正座をする。
❷①の状態から、両足の指の腹を床につけて、かかとにお尻を乗せて
体重をかけ、足裏を伸ばす。

❸②の状態から、両方のかかとを外側・内側に向けてキープし、足裏全
体を伸ばす。

　※①～③を数セット繰り返す。
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
希
望
日
［
第

２
希
望
ま
で
］、
託
児
を
希
望
の
方
は
子

ど
も
の
氏
名
、
生
年
月
日
を
明
記
）
／
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
【
持
ち
物
】
筆

記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
バ
ン
ダ

ナ
）・
上
靴
（
子
ど
も
の
み
）【
そ
の
他
】

た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
田
原
市
食
生
活
改
善
健
康
づ
く
り
会

（
健
康
課
内
）

☎
23‐３
５
１
５

23‐３
８
１
０

▪
熱
中
症
、
梅
雨
の
時
期
か
ら
気
を
つ
け

て
！

　
熱
中
症
は
真
夏
の
暑
い
日
に
な
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
熱
中
症
に

な
る
の
は
、
気
温
が
高
い
日
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
梅
雨
の
時
期
は
、
暑
さ
と

湿
気
で
体
力
が
落
ち
や
す
く
、
体
が
ま
だ

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
上
手
に
汗
を

か
く
こ
と
が
で
き
ず
、
体
温
を
う
ま
く
調

節
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
数
年
は
、
室
内
や
夜
間
の
熱
中
症

で
救
急
搬
送
さ
れ
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
体
温
の
調
整
機
能
が
未
熟
な
子
ど
も

や
、
暑
さ
や
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
高

齢
者
、
高
血
圧
・
心
臓
病
な
ど
の
持
病
が

あ
る
方
、
体
調
不
良
時
や
運
動
時
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
い
う
思
い
込
み
は
危
険
で
す
。

●
予
防
は
「
水
分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避

け
る
こ
と
」

・
喉
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、
小
ま
め
に

水
分
を
取
り
ま

し
ょ
う
。
外
出

時
は
、
お
茶
な

ど
の
水
分
を
持

参
し
ま
し
ょ
う
。

・
室
内
で
は
、扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ

て
温
度
を
調
節

し
た
り
、
す
だ

れ
な
ど
で
室
温

が
上
が
り
に
く

く
な
る
よ
う
に

し
た
り
、
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
時
は
、
帽

子
や
日
傘
な
ど

で
頭
部
を
保
護

し
ま
し
ょ
う
。

②
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る

・
節
酒
を
す
る

・
体
を
動
か
す

・
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

・
適
正
体
重
を
維
持
す
る

・
禁
煙
を
す
る

・
受
動
喫
煙
を
避
け
る

　
が
ん
に
か
か
り
に
く
い
生
活
は
糖
尿
病

や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
も

な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、今
ま
で
の
自
分
の
生
活

を
振
り
返
り
、見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
５
年
後
、10
年
後
の
未
来
の
自
分
や
家
族

が
健
康
で
あ
る
た
め
に
、定
期
的
に
検
診

を
受
け
、健
康
的
な
生
活
習
慣
を
日
々
の
生

活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
親
子
料
理
教
室

【
対
象
】
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
【
開
催
日
／
場
所
／
定
員
】
表
の
と

お
り【
時
間
】

午
前
10
時
～

午
後
１
時
30

分【
参
加
料
】

１
名
２
０
０

円
【
申
込
】

７
月
６
日

（
金
）
ま
で

に
電
話
ま
た

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

 6月24日（日） あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
惣卜歯科医院 ☎45‐2066

 7月 1日（日）

ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
ふくい眼科 ☎22‐5878
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
小原歯科 ☎25‐1139

 7月 8日（日）

菜の花内科クリニック ☎22‐7777
かんべ整形リハビリクリニック ☎24‐2252
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
仲谷歯科 ☎23‐2327

月　日 当直医 電話番号

 6月 3日（日）

國見医院 ☎22‐0756
まち眼科 ☎22‐2710
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
平野歯科医院 ☎22‐0214

 6月10日（日） 永井医院 ☎22‐0227
さんくろう歯科クリニック ☎33‐1184

 6月17日（日） 川瀬医院 ☎35‐1511
花井歯科医院 ☎23‐1661

開催日 場所 定員

7月27日金
8月3日金
8月4日土※
8月18日土※
※託児あり

田原福祉
センター

15組

8月10日金
あつみ
ライフランド

10組

◦昨年の様子

●親子料理教室
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【
注
意
事
項
】

	

・
弁
当
の
配
達
時
間
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。							

	

・
配
達
事
業
者
に
よ
り
休
日
が
異
な
り
ま
す
。

	

・
利
用
可
能
な
配
達
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

高
齢
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

	

・
車
で
の
買
い
物
が
可
能
な
方
は
、
対
象
外

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
】

申
請
書
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
票
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
高
齢
福
祉
課
、
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
渥
美
支
所
市
民
生
活
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
決
定
ま
で
の
流
れ
】

申
請
後
に
職
員
が
訪
問
し
、
生
活
の
状
況
を

伺
い
ま
す
。
そ
の
後
、
親
族
の
支
援
や
買
い

物
方
法
な
ど
の
現
況
を
総
合
的
に
判
断
し
、

決
定
し
ま
す
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23‐
４
６
５
４

23‐
３
５
４
５

▪
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、「
医
療

を
受
け
な
が
ら
自
宅
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
た

い
」「
病
気
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
家
で
暮

ら
し
た
い
」
そ
の
よ
う
な
方
々
を
支
援
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
よ
り
開
設
し
ま
し
た
。

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

「
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

			

市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
在
宅
医
療
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
配
食
サ
ー
ビ
ス

【
対
象
】

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど

※
日
中
に
家
族
が
仕
事
な
ど
で
、
高
齢
者
だ
け

に
な
る
世
帯
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】

毎
週
月
～
土
曜
日
の
間
で
、
希
望
日
の
昼
食

ま
た
は
夕
食
弁
当
を
お
届
け
し
ま
す
。（
１

日
１
食
、
週
５
食
以
内
）
弁
当
は
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
献
立
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
利
用
料
】

弁
当
代
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
配
達
は
無
料
で
す
。

【
主
な
役
割
】

相
談
事
業

在
宅
療
養
や
介
護
を
希
望
さ
れ
る
本
人
や
家

族
、
医
療
機
関
・
主
治
医
、
介
護
事
業
者
か

ら
の
在
宅
医
療
に
関
す
る
相
談

研
修
事
業

本
市
の
在
宅
医
療
・
介
護
の
充
実
を
図
る
た

め
、
医
療
や
介
護
の
専
門
職
を
対
象
と
し
た

研
修
の
開
催

啓
発
事
業

市
民
講
演
会
の
開
催
や
、
広
報
な
ど
で
在
宅

療
養
に
関
す
る
情
報
の
発
信

【
業
務
例
】

「
退
院
が
決
ま
っ
た
が
、
不
安
が
い
っ
ぱ
い
」

「
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
を
受
け
た
い
が
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
」な
ど
の
相
談
に
対
し
て
、

安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

関
係
機
関
な
ど
と
調
整
し
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
受
付
】

平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
東
赤
石
５

丁
目
66
番
地	

田
原
市
医

師
会
事
務
局
内
）

☎
29
‐
０
３
５
５

29
‐
０
３
５
６
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アルストロメリア
（花／出荷時期：１年中）

抜群の花持ちの良さで、贈り
物に最適です。鮮やかな色合
いが特徴で、本市では約70
品種ほど生産しています。

花ことば

未来への憧れ・持続

ハイビスカス
（鉢花／出荷時期：４月～６月）

常春の渥美半島を代表する
初夏の鉢花です。枝先には
新しいつぼみが次々と付き、
情熱的な花が咲きます。

花ことば

常に新しい美

農政課  ☎23-3517

花 鉢

27

今月の 6月の

田
原
市
の
メ
ロ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す

▪
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
（
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
）　

　
温
室
内
で
１
株
か
ら
１
個
だ
け
を
残
し
、
手
塩
に

か
け
て
育
て
ら
れ
る
高
級
メ
ロ
ン
で
す
。
外
観
は
網

目
模
様
が
美
し
く
、
上
品
な
香
り
と
甘
味
の
強
さ
が

特
徴
で
果
物
の
王
様
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
網
目
が

ク
ッ
キ
リ
と
細
か
く
均
等
に
広
が
り
、
網
１
本
１
本

の
盛
り
上
が
り
が
高
い
も

の
が
お
い
し
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

▪
露
地
メ
ロ
ン

　
網
目
が
あ
る
タ
カ
ミ
は
果
肉
が
や
や
固
め
で
、
網

目
は
高
さ
が
な
く
細
か
い
の
が
特
徴
で
す
。
網
目
の

な
い
鮮
や
か
な
黄
色
果
皮
の
イ
エ
ロ
ー
キ
ン
グ
は
、

果
肉
が
白
色
で
厚
み
が
あ
り
ま
す
。
露
地
メ
ロ
ン
は

ガ
ン
予
防
や
老
化
防
止
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
る
β
カ

ロ
チ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
糖
度
が
高
い
こ
と

も
特
徴
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
旬

を
迎
え
、
６
～
９
月
ご
ろ
に

は
メ
ロ
ン
狩
り
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
観
光
客
か
ら
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
本

市
で
は
今
後
も
「
メ
ロ
ン
と
言
え
ば
渥
美
半
島
・
田

原
市
」
と
広
く
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
メ
ロ

ン
の
消
費
と
販
路
拡
大
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。

７
月
６
日
は
渥
美
半
島
田
原
市
メ
ロ
ン
の
日

　
皆
さ
ん
は
田
原
市
の
農
産
物
と
聞
く
と
何
を
思
い

浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
キ
ャ
ベ
ツ
や
キ
ク
と
答
え

る
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
市
は
全
国
で

も
有
数
な
メ
ロ
ン
の
産
地
で
、
産
出
額
は
県
内
１
位

を
誇
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
場
価
格
の
低
迷
な
ど
に

よ
り
生
産
者
が
少
な
く
な
り
、
出
荷
量
も
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
平
成
28
年

に
は
全
国
の
メ
ロ
ン
産
地
で
、
毎
月
「
６
日
」
を
メ

ロ
ン
の
日
と
制
定
し
ま
し
た
。
な
ぜ
「
６
日
」
な
の

か
と
い
う
と
、
６
と
い
う
数
字
が
メ
ロ
ン
の
弦
と
玉

の
形
に
似
て
い
る
こ
と
と
、
収
穫
後
お
お
む
ね
６
日

後
が
メ
ロ
ン
の
食
べ
頃
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
消
費

者
の
皆
さ
ん
に
覚
え
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

　
本
市
は
７
月
６
日
を
「
渥
美
半
島
田
原
市
メ
ロ
ン

の
日
」
と
制
定
し
て
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
メ
ロ
ン

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本

市
で
は
７
月
ご

ろ
ア
ー
ル
ス
メ

ロ
ン
を
は
じ

め
、
タ
カ
ミ
や

イ
エ
ロ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
露
地

メ
ロ
ン
が
揃
い

ま
す
。

▲マスクメロン▲イエローキング
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キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

24

38

▼
田
原
市
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
２
人
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

　
今
月
か
ら
防
災
知
恵
袋
を
担
当
す
る
ゆ

う
く
ん
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
は
災
害
時
に
活
躍
す
る
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

○
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
は
？

　

災
害
が

発
生
し
た

場
合
、大

勢
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

が
被
災
地

に
駆
け
付

け
て
く
れ

ま
す
。
そ

の
と
き
に

支
援
が
必

要
な
被
災

者
の
元
へ
、

適
切
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
役

割
を
果
た
す
の
が
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は
？

　
養
成
講
座
を
受
講
す
れ
ば
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
誰
で
も
活
躍
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
３
４
０
名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

○
資
格
の
有
効
期
間
は
あ
り
ま
す
か
？

　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、月
日
が
経
つ

と
、覚
え
た
知
識
も
薄
れ
て
い
く
の
で
、

毎
年
開
催
し
て
い
る「
フ
ォロ
ー
ア
ッ
プ
講

座
」の
受
講
を
お
薦
め
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23‐０
６
１
０

23‐３
９
７
０

info@
tahara-shakyo.or.jp

共
に
解
説
し
て
く
れ
ま
す
。

◎
ガ
イ
ド
の
依
頼
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
に
興
味
が
あ
る
方
は
、「
渥
美
半

島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」に

つ
い
て
は
商
工
観
光
課
へ
、「
ふ
る
さ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
た
は
ら
の

風
」に
つ
い
て

は
渥
美
半
島
観

光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
Ｈ
Ｐ
や
キ
ャ

ベ
ゾ
ウ
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム「
キ
ャ
ベ
ス

タ
グ
ラ
ム
」も
よ
ろ
し
く
カ
イ
☆

１
０
０
２
１
７
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23‐３
５
１
６

★
渥
美
半
島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
会

　

伊
良
湖
岬
周
辺
で
観
光
ガ
イ
ド
を

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

恋
路
ヶ
浜
か
ら
伊
良
湖
岬
灯
台
周
辺
の

い
の
り
の
磯
道

を
通
り
、道
の

駅
伊
良
湖
ク
リ

ス
タ
ル
ポ
ル
ト

ま
で
の
ル
ー
ト

で
海
浜
植
物
や

糟
谷
磯
丸
の

ま
じ
な
い
歌
な
ど
に
つ
い
て
渥
美
半
島

の
歴
史
と
共
に
解
説
し
て
く
れ
ま
す
。

★
ふ
る
さ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
た

は
ら
の
風

　
主
に
田
原
市
博
物
館
で
の
ガ
イ
ド
や

三
河
田
原
駅
で
市
内
の
観
光
案
内
を
し

て
い
る
団
体
で
す
。田
原
藩
や
渡
辺
崋

山
な
ど
に
つ
い
て
渥
美
半
島
の
歴
史
と ▲渥美半島観光ボランティアガイドの会

○
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
養
成
講
座
の
ご
案
内

日
時：７
月
22
日（
日
）・29
日（
日
）午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時 

場
所：田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー 

対
象
：
年
齢
・
性

別
問
わ
ず
、興
味
の
あ
る
方
で
、２
日

間
と
も
受
講
で
き
る
方 

申
込：６
月

29
日（
金
）ま
で
に
田
原
市
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

▲ふるさとボランティアガイドたはらの風

今
回
は
、市
内
の
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
団

体
を
紹
介
す
る
カ
イ
☆

ど
ち
ら
も
リ
ピ
ー
タ
ー

が
い
る
ほ
ど
の
人
気
の

観
光
ガ
イ
ド
だ
カ
イ
☆
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
  6月▶4日月、8日金、11日月、18日月
　　　 2５日月
  7月▶2日月、9日月、13日金、17日火
　　　 23日月、30日月

◎ジュニア司書講座2018
　「この本いいよ！」という気持ちを友達や学校の仲
間に伝える「ジュニア司書」になりませんか。司書のい
ろいろな技をみんなで学びましょう。

▶日時＝7月31日（火）、8月3日（金）、8日（水）／午前
10時～午後3時（予定）
▶場所＝中央図書館、田原文化会館
▶対象＝中学生20名（抽選）※市内在住者優先
※抽選結果は後日郵送します
▶内容＝本の魅力の伝え方や図書館探検など、司書の
仕事を学び体験します。
▶応募方法＝応募用紙に必要事
項を記入の上、7月1日（日）まで
に図書館へお申し込みくださ
い。
▶参加費＝無料
▶その他＝受講修了者にはジュ
ニア司書の認定証を授与します。詳細はチラシ・ＨＰ
をご覧ください。
▶中央図書館☎23-4946

◎図書館の仕事をちょっと体験してみたい方へ
　渥美図書館では8月に「図書館の達人になろう！小
中高生司書体験」を開催します。対象は小学４年生か
ら高校生です。詳細はチラシ・ＨＰをご覧ください。
▶渥美図書館　☎33-1114

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．祖父母に昔の暮らしを思い出させる写真集を
見せてあげたい。
◎調べるキーワード

「昭和」「暮らし」「写真」
A．田原の懐かしい風景を見せてあげたいなら、

「田原」「写真」などのキーワードで検索すると、田
原の昔の写真が載っている資料が見つかります。
　また、他の地域であれば「昭和」「暮らし」などの
キーワードでも探せます。
◎調べた本

『田原の原風景』 田原市博物館/編 田原市博物
館A225.1/ﾀﾊ　『豊橋・田原の昭和』 大林淳男他
/ 監修 樹林舎 A220/ﾄﾖ　『昭和の暮らしで写真
回想法1～３』 鈴木正典/監修 農山漁村文化協会 
369.26/ｼ

●中央図書館
　一　般▶6月9日土～7月12日木 「作家的生活」
　子ども▶～7月12日木 「あつまれ！
   むしのパラダイス」
●赤羽根図書館
　一　般▶6月9日土～7月12日木 「雨の日は読書タイム」
　子ども▶6月9日土～7月12日木 「ぼくのわたしのかぞく」

●渥美図書館
　一　般▶6月9日土～7月12日木 「怪談」
　子ども▶6月9日土～7月12日木 「さかなさかな」

『ライオンをかくすには』
ヘレン・スティーヴンズ/作　さくま
ゆみこ/訳　ブロンズ新社　E/ｽ

庭に逃げ込んできた大きなライオ
ンを、小さな女の子がこっそりと家
のどこかにかくまってあげるお話
です。

『ヨーロッパの看板』
上野美千代/写真・文　光村推古書院
748/ｳ

手作りの素朴なものから美しい鉄
製のものまで。ヨーロッパのすて
きな街角にある楽しくて可愛らし
い看板の写真集です。
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「
日
本
一
」
の
農
業
を
作
っ
た
人
々

　
「
農
業
日
本
一
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、

本
市
の
農
業
は
発
展
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
本
市
で
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
農
業

が
発
展
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
つ
の
理
由
と
し
て

は
豊
川
用
水
の
通
水
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
実
は
そ
れ
以
上
に
重
要
な
理
由
が
あ

り
ま
し
た
。

　
本
市
が
位
置
す
る
渥
美
半
島
は
水
が
少

な
く
、
そ
の
上
、
強
い
酸
性
の
土
壌
で
作

る
こ
と
の
で
き
る
作
物
が
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
30
年
の
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」

を
見
る
と
夏
作
の
約
75
％
が
サ
ツ
マ
イ

モ
、
冬
作
の
約
80
％
が
麦
で
し
た
。
当
時

の
人
々
は
今
の
農
家
の
よ
う
に
作
り
た
い

作
物
を
作
る
の
で
は
な
く
、
渥
美
半
島
の

水
と
土
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
作
物
を
作

る
と
い
う
、厳
し
い
制
約
を
抱
え
な
が
ら
、

農
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
新
し
い
技
術

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
高
い
付
加
価
値
を

持
っ
た
農
業
を
こ
の
渥
美
半
島
で
行
う
こ

と
を
考
え
た
人
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
小

塩
津
の
研
究
熱
心
な
農
家
で
あ
っ
た
岡
田

儀ぎ
は
ち八
で
す
。
昭
和
初
期
の
渥
美
半
島
で
は

芋
や
麦
と
い
う
安
価
な
作
物
の
埋
め
合
わ

せ
の
た
め
に
、
桑
畑
を
作
り
、
養よ
う
さ
ん蚕
業
を

営
む
こ
と
で
現
金
収
入
を
得
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
生
糸
は
過
剰
生
産
や
需
要

の
落
ち
込
み
の
影
響
に
よ
っ
て
価
格
の
暴

落
が
あ
り
、安
定
し
た
収
入
に
は
な
ら
ず
、

さ
ら
に
、
こ
の
地
域
以
外
に
も
代
わ
り
は

い
く
ら
で
も
あ
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
儀
八
は
養
蚕
業
の
代
わ
り
と
な
る
渥

美
半
島
な
ら
で
は
の
新
し
い
作
物
を
作
ら

な
け
れ
ば
渥
美
半
島
の
農
業
に
は
先
が
無

い
と
考
え
た
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
儀
八
は
、
渥
美
半
島
の
温
暖
な

気
候
に
着
目
し
、
温
室
を
利
用
し
た
施
設

園
芸
に
可
能
性
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。
す

で
に
先
行
し
て
施
設
園
芸
を
営
ん
で
い
た

豊
橋
の
農
家
の
下
へ
弟
を
弟
子
入
り
さ

せ
、
温
室
栽
培
と
温
室
建
設
の
技
術
を
小

塩
津
へ
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
儀

八
は
わ
ず
か
１
年
で
温
室
の
建
設
費
を
取

り
戻
す
ほ
ど
の
収
益
を
上
げ
ま
し
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
渥
美
、
赤
羽
根

地
域
の
農
家
は
施
設
園
芸
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
熱
心
に
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　

地
元
の
施
設
園
芸
へ
の
熱
意
を
受
け

て
、
県
や
渥
美
郡
、
地
元
の
有
志
と
共
同

で
、
昭
和
27
年
に
和
地
に
「
渥
美
郡
暖
地

園
芸
試
験
場
」
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
試
験
場
は
、
渥
美
、
赤
羽
根
な
ど
の
農

業
を
志
す
若
者
た
ち
を
練
習
生
と
し
て
受

け
入
れ
、
菊
の
栽
培
密
度
や
電
照
菊
の

品
種
選
定
、
露
地
栽
培
作
物
の
選
定
な

ど
、
こ
れ
ま
で
、
個
人
の
経
験
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
知
識
を
体
系
的
に
ま

と
め
、
練
習
生
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。
付

加
価
値
の
高
い
農
業
を
行
う
上
で
の
基
礎

知
識
を
得
た
若
者
は
、
自
ら
農
業
を
営
ん

で
い
く
中
で
そ
の
知
識
を
深
化
さ
せ
、
独

自
の
競
争
力
を
獲
得
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
の
豊
川
用
水
の
通
水
後
、
渥

美
半
島
の
農
業
は
大
き
く
発
展
し
ま
す
。

７
年
後
に
は
日
本
の
生
産
農
業
所
得
の
１

～
３
位
を
赤
羽
根
町
、
渥
美
町
、
田
原
町

で
独
占
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
の
背
景
に
は
、
将
来
を
見
据
え
、
新

し
い
農
業
に
挑
戦
し
、
技
術
を
開
発
し
て

い
っ
た
儀
八
を
は
じ
め
と
す
る
先
人
た
ち

の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
す
。　
　
（
山
本
） ▲渥美郡暖地園芸試験場

▲施設園芸の導入に尽力した岡田儀八
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ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～6/7木
農業体験「田植え」
歯の健康フェスティバル

6/7木～6/21木
田原を美しくする推進デー
田原市地域コミュニティ連合会
交流スポーツ大会

6/21木～7/5木
サーファー避難訓練
お父さんと遊ぼう

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。
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は
、
堀
切
町
に
あ
る

農
業
委
員
の
温
室
へ

行
き
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
収
穫
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
同
じ
作
業

を
し
て
い
く
中
で
、
参
加
者
は
お
互
い
の

仲
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。　
　
　
　
　

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
終
始
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
参
加
者
同

士
の
交
流
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
渥
美
半

島
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
た
は
ら
農
業
委
員
婚
活
実
行
委
員
会
で

は
、
今
後
も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
本
市
の
農
業
が
未
来
に
つ
な
が
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旬
の
渥
美
半
島
で
す
て
き
な
出
会
い

　
～
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
～

　
２
月
25
日
（
日
）
に
伊
良
湖
・
堀
切
地

区
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
渥
美
半
島
の
次
代

を
担
う
若
い
農
業
者
た
ち
の
出
会
い
の
き

っ
か
け
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
」

を
目
的
に
農
業
委
員
の
有
志
が
集
ま
っ
て

結
成
し
た
「
た
は
ら
農
業
委
員
婚
活
実
行

委
員
会
」
が
企
画
し
た
も
の
で
、
今
回
で

３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
者
は
市
内
で
農
業
を
営
ん
で
い
る

男
性
と
一
般
女
性
で
、
男
性
８
名
、
女
性

９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
参
加
者
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
自

己
紹
介
を
行
っ
た
後
、
堀
切
町
の
伊
良
湖

菜
の
花
ガ
ー
デ
ン
を
散
策
し
ま
し
た
。
昼

食
に
は
田
原
市
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
た
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

た
ち
は
渥

美
半
島
の

旬
の
味
を

楽
し
み
な

が
ら
話
に

花
を
咲
か

せ
て
い
ま

し
た
。

　
昼
食
後

53 平成 30 年 6 月
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農
地
の
転
用
は
、
農
業
委
員
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

　
農
地
を
住
宅
や
資
材
置
場
な
ど
、
耕
作

以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
を
「
農
地

転
用
」
と
い
い
ま
す
。
農
地
法
に
よ
り
、

転
用
す
る
た
め
に
は
愛
知
県
知
事
の
許
可

が
必
要
で
す
。

　

所
有
地
の
転
用
を
希
望
さ
れ
て
も
、

思
っ
た
と
お
り
に
農
地
転
用
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
具

体
的
に
は
「
ど
こ
を
」「
何
に
」
転
用
す

る
か
と
い
っ
た
条
件
の
違
い
に
よ
っ
て
、

許
可
で
き
る
場
合
と
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
土
地
改
良
事
業
が
行

わ
れ
、
生
産
性
が
高
く
な
っ
た
農
地
は
転

用
の
許
可
が
下
り
る
見
込
み
は
低
く
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
愛
知
県
知
事
の
許
可
な
し
で
農

地
の
転
用
を
行
っ
た
場
合
、「
違
反
転
用
」

と
い
う
扱
い
に
な
り
、
農
業
委
員
会
や
県

に
よ
る
指
導
が
入
り
、
従
わ
な
い
場
合
は

工
事
中
止
の
命
令
が
下
さ
れ
た
り
、
元
の

農
地
の
状
態
に
強
制
的
に
戻
さ
せ
ら
れ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
農

地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
計
画
段
階
で
行

政
書
士
な
ど
の
専
門
家
や
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲田原市産の野菜

▲イベントを楽しむ参加者たち
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申請・届出など 締切日

農地法第３条許可申請
毎月５日

（閉庁日の場合は翌平日）農地法第４条許可申請

農地法第５条許可申請

農地法第４条届出
（市街化区域内の転用） 随時農地法第５条届出
（市街化区域内の転用）

農業経営基盤強化促進法による
農地の売買・賃借

毎月 25 日
（閉庁日の場合は翌平日）

　
堆
肥
を
畑
に
ま
く
と
き
に
は
完
全
に

　
発
酵
し
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　
作
物
を
何
も
植
え
て
い
な
い
夏
の
時
期

を
利
用
し
て
、
畑
に
堆
肥
を
散
布
す
る
農

家
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
堆
肥
は
土

を
豊
か
に
し
、
作
物
の
成
長
に
望
ま
し
い

環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
悪
臭
が
漂
い
、
鶏
糞
な
ど

に
は
カ
ラ
ス
が
群
が
り
、
周
辺
の
作
物
に

被
害
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、

堆
肥
は
完
全
に
発
酵
し
た
も
の
を
利
用

平
成
29
年
度

農
業
委
員
会
審
査
件
数

農
地
法
に
関
わ
る
手
続
き
な
ど

　
　

　
田
原
市
農
業
委
員
会
が
平
成
29
年
度
に

農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
な
ど
の
申
請

を
審
査
し
た
件
数
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
農
地
の
売
買
、
贈
与
、
貸
し
借
り
を
す

　
る
場
合
の
手
続
き　

・ 

農
地
法
第
３
条
関
係

・ 

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
関
連

（
農
地
の
売
買
・
貸
借
の
う
ち
、
農
業

者
の
経
営
規
模
の
拡
大
、
農
地
の
効
率

的
利
用
な
ど
、
特
定
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
場
合
に
利
用
で
き
る
制
度
）

計 貸
借
売
買
種
別

459 348 111 件数

99
万
３
５
３
７
㎡

80
万
１
４
８
７
㎡

19
万
２
０
５
０
㎡

面
積

●
農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る
た
め
の

　
手
続
き
（
農
地
転
用
）

・ 

農
地
法
第
４
条
関
係

　
自
己
所
有
の
農
地
を
転
用
す
る
場
合　

計 届
出
許
可
種
別

19 10 9 件
数

１
万
６
９
０
２
㎡

６
１
８
６
㎡

１
万
７
１
６
㎡

面
積

※
表
中
の
「
許
可
」
は
市
街
化
調
整
区
域

を
対
象
に
し
た
転
用
、「
届
出
」
は
市

街
化
区
域
を
対
象
と
し
た
転
用
で
す

（
次
の
農
地
法
第
５
条
も
同
様
）。

・ 

農
地
法
第
５
条
関
係

　
農
地
を
買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し
て
転

　
用
す
る
場
合

計 届
出
許
可
種
別

118 79 39 件
数

８
万
８
１
４
４
㎡

３
万
２
１
２
７
㎡

5
万
６
０
１
７
㎡

面
積

　

各
種
申
請

に
は
毎
月
締

め
切
り
日
が

あ
り
ま
す
。

期
日
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

し
、
臭
い
を
抑
え
る
よ
う
配
慮
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
購
入
し
た
堆
肥
を
畑
に
山

積
み
に
し
て
放
置
せ
ず
、
す
ぐ
に
土
壌
に

鋤す

き
込
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
者
年
金
「
現
況
届
」
の

　
提
出
を
お
忘
れ
な
く

　
受
付
期
間
は
６
月
29
日
（
金
）
ま
で

　　
現
況
届
は
、
農
業
者
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。
農
業
者
年

金
基
金
か
ら
受
給
者
に
送
ら
れ
た
現
況
届

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
平
成
29
年
７
月
１
日
以
降
の

裁
定
者
お
よ
び
支
給
停
止
解
除
者
の
方

は
、今
回
の
現
況
届
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

・
現
況
届
を
紛
失
・
汚
損
し
た
場
合
、
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
い
。

・
年
金
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、

お
近
く
の
農
協
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
印
鑑
、
戸
籍
謄
本
、
請
求
者

の
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
が
必
要
で

す
）

・
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
年
金

の
支
給
が
一
時
停
止
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
内
）

　
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

　
渥
美
支
所
市
民
生
活
課

計
使
用
貸
借

賃
貸
借
贈
与
交
換
売
買
種
別

122 13 13 24 ３ 69 件
数

25
万
３
９
３
７
㎡

７
万
４
６
７
８
㎡

７
万
２
８
０
６
㎡

１
万
４
４
２
１
㎡

　
　
４
４
６
７
㎡

８
万
７
５
６
５
㎡

面
積
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田
原
市
消
防
団
で
は
、
４
月
１
日
か
ら

女
性
消
防
団
員
10
人
を
任
用
し
、
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。
４
月
14
日（
土
）に
は
、

新
入
団
員
教
育
訓
練
を
実
施
し
、
厳
正
な

規
律
を
身
に
付
け
る
た
め
の
訓
練
礼
式
、

初
期
消
火
の
た
め
の
ホ
ー
ス
延
長
、
放
水

要
領
な
ど
、
消
防
団
員
と
し
て
必
要
な
基

礎
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
救
命
講
習
を
指
導
す
る
資
格

を
取
得
し
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
や
大

規
模
災
害
時
の
後
方
支
援
活
動
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
、
女
性
な
ら
で
は
の
き
め

細
や
か
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

夏
に
は
水
の
事
故
が
多
く
起
こ
り
ま

す
。
海
や
川
、
プ
ー
ル
な
ど
は
楽
し
い
場

所
で
あ
る
と
同
時
に
危
険
な
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
特
に
海
で
は
悪
天
候
の
と
き
や

腰
よ
り
深
い
場
所
で
の
遊
泳
は
大
変
危
険

で
す
。
大
人
で
も
思
わ
ぬ
事
故
が
起
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
な
る
べ
く
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば

ず
、
保
護
者
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　
海
や
川
付
近
で
遊
ぶ
場
合
は
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
な
ど
し
て
自
分

の
身
を
守
る
こ
と
も
大
切
で
す
。も
し
も
、

溺
れ
た
人
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
無
防
備

に
助
け
に
行
か
ず
１
１
９
番
通
報
を
早
く

行
い
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や

ボ
ー
ル
な
ど

水
に
浮
く
も

の
を
投
げ
て

救
助
を
待
つ

よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

も
し
、
溺

れ
て
し
ま
っ

た
と
き
に
は

手
足
を
大
の

字
に
し
て
仰

向
け
に
浮
か
べ
、
救
助
を
待
つ
と
い
う

「
う
い
て
ま
て
」
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
で
も
服
を
着
た
ま
ま
の
「
う
い

て
ま
て
」
講
習
を
行
っ
て
お
り
、
水
の

事
故
に
備
え
て
潜
水
隊
を
配
備
し
て
い

ま
す
。
潜
水
隊
は
船
外
機
付
き
ゴ
ム
ボ
ー

ト
、
ス
キ
ュ
ー
バ
資
器
材
を
保
有
し
て

お
り
、
溺
れ
て
し
ま
っ
た
方
の
救
助
を

迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は

潜
水
隊
だ
け
で
な
く
、
陸
上
に
い
る
隊
員

と
も
連
携
し
て
救
助
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
訓
練
は
、
定
期
的
に
漁
港
や
プ
ー
ル
な

ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
消
太
が
行
く
！
」
は
、
昭
和
63
年
４

水
の
事
故
に
注
意

忘
れ
て
な
い
？  

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に  

火
の
確
認

消太

救子

夏
号

女
性
消
防
団
員　
活
動
ス
タ
ー
ト
！

◦訓練礼式を学ぶ女性消防団員

◦消防職員から放水訓練を受ける様子

◦訓練を行う潜水隊

◦プールで訓練を行う潜水隊
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月
に
始
ま
っ
た
広
報
た
は
ら
の
消
防
か
わ

ら
版
の
第
１
回
か
ら
連
載
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
消
防
署
は
、
田
原
町
役
場
か
ら
移

転
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、「
消

太
が
行
く
！
」
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
30
周
年
を
迎
え
た
今
年
度
、

「
復
刻
版
、
消
太
が
行
く
！
」
と
題
し
て
、

白
黒
時
代
の

作
品
を
カ

ラ
ー
で
掲
載

し
て
い
き
ま

す
。

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

②
全
身
が
黒
い
鳥

④
洋
服
な
ど
の
、合
わ
せ
る
部
分
に

付
け
て
留
め
る
も
の

⑤
8
本
足
の
生
き
物
。西
欧
で
は
デ
ビ

ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
て
い
る

⑥
直
感
的
に
悟
る
、心
の
働
き

⑧
節
分
に
ま
く
食
べ
物

⑨
縁
起
の
い
い
魚
。お
め
で
た
い
魚

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
６
月
29
日（
金
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号・住
所・氏
名・年
齢・職
業・電

話
番
号・消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
春
号
の
答
え　
エ
キ
デ
ン
】

（
応
募
総
数
37
通
中
、正
解
37
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
毎
年
３
月
１
日
～
７
日
は
春
の
火
災
○
○
運
動

②
難
し
い
の
反
対

③
酢
飯
と
ネ
タ
と
呼
ば
れ
る
具
材
を
使
っ
た

日
本
料
理

⑥
浦
島
太
郎
を
竜
宮
城
ま
で
連
れ
て
行
っ
た
動
物

⑦
端
午
の
節
句
で
飾
ら
れ
る
も
の
○
○
の
ぼ
り

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

◉水中無線機

　水中での潜水活動時に、潜
水士と陸上隊員が会話する
ことができる資器材です。
　的確で効率的な潜水活動
ができ、安全性の向上にもつ
ながっています。

復刻版
復
刻
版

「
消
太
が
行
く
！
」

Ａ① ②

④

③

⑤    

⑥ B Ｃ⑦

⑨Ｄ⑧

◦当時の消防署（昭和63年）
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紙すき、楽しかったね。星や丸の形も自
分で考えて作ることができました。

逆上がりの練習をいっぱい
がんばるよ！

さか  あ 　　　　　　  れんしゅう

かみ　　　　　  たの　　　　　　　　　　　　ほし　　  まる　　かたち　　 じ

評年長になって、逆上がりを頑張りたい！と
いう気持ちが伝わってきます。

ねんちょう　　　　　　　　  さか  あ　　　　　　　がん ば

評

小中山保育園

川口絢音ちゃん（5歳）

小中山保育園

川口英暉くん（5歳）

「首」の部分と「しんにょ
う」の位置関係が絶妙で、
よく整った文字になって
います。

評たくさんの花が散りばめ
られた明るい作品です。
緑や黄緑の点でさらに華
やかさが増しています。

評 清田小学校6年

小松　瑛さん

清田小学校5年

水野愛美梨さん
え　　み　　り

水彩画

思いきりペットボトルを振っ
て楽しかったよ。

おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふ

黒田歩花
先生

立岩
美知江
先生

はな

えい　 き

習字

あや　 ね

き　 も　　　　　 つた ぶん　　かんが　　　 つく

たの

▼
子
育
て
中
の
マ
マ
は
、家
事
に
育

児
に
大
忙
し
で
す
。後
か
ら
思
え
ば

子
ど
も
と
の
貴
重
な
時
間
か
も
。梅

雨
の
太
陽
も
と
っ
て
も
貴
重
。青
空

が
顔
を
出
し
た
ら
、子
ど
も
と
一
緒

に
外
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。（
Ｓ・Ｙ
）

【
表
紙
の
写
真
】緑
が
浜
公
園

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成30年5月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 28人 死亡 53人

転入 199人 転出 192人

増減 -18人

総人口 62,823人

男性 31,808人

女性 31,015人

世帯数 22,419世帯

※増減は4月中です

今月　納税・使用料の

月7月2日

月6月25日

市・県民税
（全期・第１期分）

水道料・下水道使用料金
（４・５月分）

下水道事業受益者負担金
（全期・第１期分）

農業集落排水事業分担金
（全期・第１期分）

国民健康保険税
（第２期分）
介護保険料
（第２期分）

口座引落日

納期限

毎月1回、宅内の漏水チェックを行いましょう。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

97.5%
（50,507千㎥）

平成30年5月22日現在 ［水資源機構調べ］
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